
・平成 28年度決算報告
・�認可保育所・認定こども園・町立幼稚園の平成 30 年度入所申込の受付を
開始します
・写真は、八津島神社秋季大祭での辻

つじまがく

間楽（県無形民俗文化財）奉納の様子
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平
成
28
年
度
決
算
報
告

歳
入

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は

99
億
１
３
８
６
万
１
千
円
と
前
年
度
と
比
べ

５
億
５
８
９
４
万
２
千
円
、
５
・
３
㌫
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
税
は
、
新
築
住
宅
の
増
加
や
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
よ
り
固
定
資
産
税

が
増
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
法
人
町
民

税
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

28
億
４
１
７
８
万
１
千
円
と
対
前
年
度
比

３
９
１
８
万
円
、
１
・
４
㌫
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
22
億
５
８
８
１
万
５
千

円
と
、前
年
度
比
２
億
１
８
０
８
万
４
千
円
、

８
・
８
㌫
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

前
年
度
の
法
人
町
民
税
が
増
額
に
な
っ
た
こ

と
や
、
消
費
税
増
税
に
伴
い
前
年
度
の
地
方

消
費
税
交
付
金
が
増
額
に
な
っ
た
た
め
で

す
。

　
他
に
も
普
通
建
設
事
業
費
の
減
少
に

よ
り
地
方
債
発
行
額
が
、
前
年
度
比

２
億
９
１
７
３
万
５
千
円
、
24
・
７
㌫
の
減
、

地
方
消
費
税
交
付
金
は
４
７
１
６
万
５
千

円
、
９
・
３
㌫
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計

教育や福祉、土木など、

基本的な行政運営の経費

を賄う町の中核となる会

計です。

■地方交付税

　�市町村間の財政格差

をなくすために国か

ら交付されるもの

■町債　

　�町が行う事業のため

にした借金

■国庫・県支出金

　�事業を行うために国

や県から交付される

もの

■繰入金

　�特別会計や基金会計

から一般会計への持

ち出し金99 億 1386 万１千円

歳  入

基
金
の
取
り
崩
し
で

財
源
補
填

　
こ
の
よ
う
な
歳
入
の
大
幅
な
減
少
に

よ
り
財
源
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
２
億
円
、
減
債
基
金
か

ら
１
億
円
を
取
り
崩
し
て
財
源
補
填
を
行

い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
実
質
収
支

１
億
７
２
８
４
万
４
千
円
を
確
保
し
ま
し
た

が
、
財
政
調
整
金
、
減
債
基
金
の
主
要
基
金

残
高
が
１
億
７
７
０
３
万
７
千
円
減
少
し
ま

し
た
。
１
億
を
越
え
る
減
少
額
は
日
出
町
の

財
政
危
機
の
ピ
ー
ク
時
で
あ
っ
た
、
平
成
16

年
度
以
来
の
こ
と
で
す
。

歳
出

　
歳
出
の
決
算
額
は
97
億
４
０
４
８
万
７
千

円
と
前
年
度
に
比
べ
５
億
３
２
０
４
万
７
千

円
、
５
・
２
㌫
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
扶
助
費
で
は
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
給
付
事
業
や
子
ど
も
の
た
め
の

教
育
・
保
育
給
付
事
業
な
ど
の
増
に
よ
り
、

前
年
度
比
１
億
９
６
万
５
千
円
、
４
・
７
㌫

増
の
22
億
６
７
４
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
普
通
建
設
事
業
は
、
12
億
８
６
万
６
千
円

と
前
年
度
比
４
億
８
１
７
７
万
３
千
円
、

97 億 4048 万７千円

■扶助費　

　�社会保障費であり、町民の最

低限の生活維持を図るための

もの

■公債費　

　借金の返済

■投資的経費　

　�道路や公園、施設建設などに

要した費用

■繰出金　

　�一般会計から特別会計への持

ち出し金

歳  出

町民１人あたりに換算すると…

■１人あたりに使われたお金

　341,484 円
■１人あたりが納めた町税

　99,628 円
※��平成 29 年 3 月 31 日現在の

人口　28,524 人で計算

町 民 税 個 人 11億 2,650 万 2千円
法 人 1億 8,694 万 4千円

固 定 資 産 税 12億 3,219 万 5千円
軽 自 動 車 税 8,146 万８千円
た ば こ 税 1億 8,854 万 5千円
入 湯 税 2,612 万 7千円

計 28億 4,178 万 1千円

■町税の内訳

2017.11 ②
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28
・
６
㌫
の
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
周
辺
整
備
事
業
で
、
自

由
通
路
や
駅
舎
の
設
置
に
係
る
本
格
工
事
が

終
了
し
た
こ
と
や
、
中
央
体
育
館
耐
震
補
強

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
物
件
費
で
は
、
平
成
27
年
度
に
開
館
し

た
町
立
図
書
館
に
お
け
る
備
品
購
入
費
が

減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

１
億
２
２
６
２
万
７
千
円
、
９
・
３
㌫
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
費
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
交
付
事
業
が
終
了
し
た
も
の
の
、
別
杵
速

見
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
や
杵
築
速

見
環
境
浄
化
組
合
へ
の
負
担
金
が
増
加
し
、

前
年
度
比
２
６
４
２
万
円
、
２
・
１
㌫
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
が

96
・
９
％
と
悪
化

　
経
常
収
支
比
率
が
昨
年
度
比
で
６
・
２
㌫

悪
化
し
、
96
・
９
㌫
と
な
り
ま
し
た
。
経
常

収
支
比
率
と
は
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測

定
す
る
指
標
で
、�

低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
財
政

運
営
に
弾
力
性
が
あ
り
、
政
策
的
に
使
え
る

お
金
が
多
く
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
日
出
町
で
は
、
人
件
費
や

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
縮
減
す
る
こ
と
が
困

難
な
経
費
（
義
務
的
経
費
）
に
多
く
の
一

般
財
源
が
使
わ
れ
て
お
り
、
政
策
的
事
業
へ

の
予
算
配
分
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

後
の
財
政
状
況

　
平
成
16
年
度
の
財
政
危
機
か
ら
、
２
度

に
わ
た
る
行
財
政
改
革
を
進
め
て
き
た
な

か
で
、
６
億
２
０
７
５
万
１
千
円
に
落
ち
込

ん
だ
主
要
基
金
残
高
は
平
成
27
年
度
に
は

17
億
８
７
０
８
万
３
千
円
に
ま
で
回
復
し
ま

し
た
が
、
平
成
28
年
度
に
は
多
額
の
基
金
を

取
り
崩
し
て
財
源
補
填
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
高
齢
化
が
着
実
に
進
行
し
て
い
く
な

か
で
、
扶
助
費
の
増
加
は
避
け
て
通
れ
な
い

状
況
に
あ
り
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
や
、
他
の
町
有
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

修
繕
料
の
増
加
、
さ
ら
に
は
秋
草
葬
斎
場
の

施
設
改
修
や
、
消
防
署
の
車
両
の
更
新
な
ど

に
よ
る
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
の
増
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し

い
財
政
運
営
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
再
び
財
政
危
機
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ

う
、
収
納
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
や
、
企
業

誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
財
源
確
保
に

努
め
な
が
ら
も
、
事
業
の
必
要
性
や
緊
急
性

を
十
分
に
判
断
し
な
が
ら
、
最
大
の
効
果
を

出
せ
る
よ
う
事
業
の
選
択
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

積立金残高の年次推移

地方債残高の年次推移

25 年度 26年度 27年度 28年度
財 政 調 整 基 金 1,136,733 千円 1,092,973 千円 1,169,370 千円 1,032,095 千円
減 債 基 金 567,250 千円 542,406 千円 617,713 千円 577,951 千円
合 計 1,703,983 千円 1,635,379 千円 1,787,083 千円 1,610,046 千円

　平成 17年度から計画的に積み増しを行ってきた基金でしたが、平成 28年度には税収や地方交付税の減少などによ
り基金から多額の繰入を行いました。
　近年は、大分県内でも地震や大雨による大規模な災害が発生しています。基金は本来、こうした万が一の事態が発
生した際の備えのための貯金のようなものであり、財源を補填するために安易に取り崩しを続けていくわけにはいき
ません。
　今後も厳しい財政状況が続くことが予想されますが、計画的に運用を行いながら安定した財政運営に努めます。

　地方債残高は年々増加傾向にあります。これは東日本大
震災を契機に、安全安心なまちづくりのために、公共施設
の耐震化工事や豊岡小学校建替事業、防災行政無線の設置
事業などに積極的に投資してきたことや、町の活性化のた
め、中心市街地整備として日出城址周辺整備や暘谷駅周辺
整備事業を行ってきたためです。
　今後は、増加する借金の返済とのバランスを考えながら、
投資的事業を計画的に進めていく必要があります。

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

94 億
8553 万円

97億
7026 万円

97億
7497 万円

101 億
4928 万円

102 億
5007 万円

■総務費
・川崎工業団地振興事業
・移住・定住促進事業
・体験型『観光×定住』推進事業
■民生費
・臨時福祉給付金給付事業
・年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業
・保育所緊急整備事業
　（保育園に対する防犯対策への補助）
■衛生費
・子ども医療費助成事業
・不妊治療費助成事業
・小児等救急医療体制整備事業
■農林水産業費
・清水・五反田ため池改修事業
・有害鳥獣被害防止対策事業
・『日出の幸』ブランド化推進事業

平成 28年度に実施した主な事業

特別会計・公営企業会計の決算状況

■商工費
・空き工場利活用促進事業
・ものづくり地域連携事業
・ハーモニーランド連携事業
■土木費
・都市再生整備計画事業
　（ＪＲ暘谷駅周辺整備事業）
・パークゴルフ場整備事業
・町営仁王住宅外壁改修事業
■消防費
・コミュニティ助成事業
・防災倉庫設置事業
■教育費
・小学校空調設備整備事業
・フレンドリー広場事業
・歴史資料館改修事業

特 別 会 計 名 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 36億 8,028 万 7千円 36億 1,264 万円
簡 易 水 道 1,915 万 8千円 1,915 万 8千円
公 共 下 水 道 8億 8,057 万 2千円 8億 7,321 万 2千円
漁 業 集 落 排 水 3,635 万 2千円 3,635 万 2千円
農 業 集 落 排 水 3,853 万 3千円 3,853 万 3千円
介 護
保 険

（ 保 険 事 業 ）24億 1,609 万 7千円 23億 4,534 万 8千円
（サービス事業勘定） 1,822 万 6千円 1,822 万 6千円

後 期 高 齢 者 事 業 2億 9,779 万 1千円 2億 9,739 万 9千円

水道事業会計　収益的収支
収 入 額 4億 2,616 万１千円
支 出 額 3億 2,325 万１千円

水道事業会計　資本的収支
収 入 額 2億 3,217 万 2千円
支 出 額 3億 8,941 万 8千円
※�資本的収支の不足額については、現
年度分損益勘定留保資金等で補填し
ています。

お試し居住施設 JR暘谷駅周辺整備事業の完了

■問合先　財政課　☎ 73-3153

2017.11 ④



28
・
６
㌫
の
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
周
辺
整
備
事
業
で
、
自

由
通
路
や
駅
舎
の
設
置
に
係
る
本
格
工
事
が

終
了
し
た
こ
と
や
、
中
央
体
育
館
耐
震
補
強

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
物
件
費
で
は
、
平
成
27
年
度
に
開
館
し

た
町
立
図
書
館
に
お
け
る
備
品
購
入
費
が

減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

１
億
２
２
６
２
万
７
千
円
、
９
・
３
㌫
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
費
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
交
付
事
業
が
終
了
し
た
も
の
の
、
別
杵
速

見
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
や
杵
築
速

見
環
境
浄
化
組
合
へ
の
負
担
金
が
増
加
し
、

前
年
度
比
２
６
４
２
万
円
、
２
・
１
㌫
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
が

96
・
９
％
と
悪
化

　
経
常
収
支
比
率
が
昨
年
度
比
で
６
・
２
㌫

悪
化
し
、
96
・
９
㌫
と
な
り
ま
し
た
。
経
常

収
支
比
率
と
は
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測

定
す
る
指
標
で
、�

低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
財
政

運
営
に
弾
力
性
が
あ
り
、
政
策
的
に
使
え
る

お
金
が
多
く
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
日
出
町
で
は
、
人
件
費
や

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
縮
減
す
る
こ
と
が
困

難
な
経
費
（
義
務
的
経
費
）
に
多
く
の
一

般
財
源
が
使
わ
れ
て
お
り
、
政
策
的
事
業
へ

の
予
算
配
分
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

後
の
財
政
状
況

　
平
成
16
年
度
の
財
政
危
機
か
ら
、
２
度

に
わ
た
る
行
財
政
改
革
を
進
め
て
き
た
な

か
で
、
６
億
２
０
７
５
万
１
千
円
に
落
ち
込

ん
だ
主
要
基
金
残
高
は
平
成
27
年
度
に
は

17
億
８
７
０
８
万
３
千
円
に
ま
で
回
復
し
ま

し
た
が
、
平
成
28
年
度
に
は
多
額
の
基
金
を

取
り
崩
し
て
財
源
補
填
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
高
齢
化
が
着
実
に
進
行
し
て
い
く
な

か
で
、
扶
助
費
の
増
加
は
避
け
て
通
れ
な
い

状
況
に
あ
り
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
や
、
他
の
町
有
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

修
繕
料
の
増
加
、
さ
ら
に
は
秋
草
葬
斎
場
の

施
設
改
修
や
、
消
防
署
の
車
両
の
更
新
な
ど

に
よ
る
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
の
増
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し

い
財
政
運
営
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
再
び
財
政
危
機
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ

う
、
収
納
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
や
、
企
業

誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
財
源
確
保
に

努
め
な
が
ら
も
、
事
業
の
必
要
性
や
緊
急
性

を
十
分
に
判
断
し
な
が
ら
、
最
大
の
効
果
を

出
せ
る
よ
う
事
業
の
選
択
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

積立金残高の年次推移

地方債残高の年次推移

25 年度 26年度 27年度 28年度
財 政 調 整 基 金 1,136,733 千円 1,092,973 千円 1,169,370 千円 1,032,095 千円
減 債 基 金 567,250 千円 542,406 千円 617,713 千円 577,951 千円
合 計 1,703,983 千円 1,635,379 千円 1,787,083 千円 1,610,046 千円

　平成 17年度から計画的に積み増しを行ってきた基金でしたが、平成 28年度には税収や地方交付税の減少などによ
り基金から多額の繰入を行いました。
　近年は、大分県内でも地震や大雨による大規模な災害が発生しています。基金は本来、こうした万が一の事態が発
生した際の備えのための貯金のようなものであり、財源を補填するために安易に取り崩しを続けていくわけにはいき
ません。
　今後も厳しい財政状況が続くことが予想されますが、計画的に運用を行いながら安定した財政運営に努めます。

　地方債残高は年々増加傾向にあります。これは東日本大
震災を契機に、安全安心なまちづくりのために、公共施設
の耐震化工事や豊岡小学校建替事業、防災行政無線の設置
事業などに積極的に投資してきたことや、町の活性化のた
め、中心市街地整備として日出城址周辺整備や暘谷駅周辺
整備事業を行ってきたためです。
　今後は、増加する借金の返済とのバランスを考えながら、
投資的事業を計画的に進めていく必要があります。

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

94 億
8553 万円

97億
7026 万円

97億
7497 万円

101 億
4928 万円

102 億
5007 万円

■総務費
・川崎工業団地振興事業
・移住・定住促進事業
・体験型『観光×定住』推進事業
■民生費
・臨時福祉給付金給付事業
・年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業
・保育所緊急整備事業
　（保育園に対する防犯対策への補助）
■衛生費
・子ども医療費助成事業
・不妊治療費助成事業
・小児等救急医療体制整備事業
■農林水産業費
・清水・五反田ため池改修事業
・有害鳥獣被害防止対策事業
・『日出の幸』ブランド化推進事業

平成 28年度に実施した主な事業

特別会計・公営企業会計の決算状況

■商工費
・空き工場利活用促進事業
・ものづくり地域連携事業
・ハーモニーランド連携事業
■土木費
・都市再生整備計画事業
　（ＪＲ暘谷駅周辺整備事業）
・パークゴルフ場整備事業
・町営仁王住宅外壁改修事業
■消防費
・コミュニティ助成事業
・防災倉庫設置事業
■教育費
・小学校空調設備整備事業
・フレンドリー広場事業
・歴史資料館改修事業

特 別 会 計 名 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 36億 8,028 万 7千円 36億 1,264 万円
簡 易 水 道 1,915 万 8千円 1,915 万 8千円
公 共 下 水 道 8億 8,057 万 2千円 8億 7,321 万 2千円
漁 業 集 落 排 水 3,635 万 2千円 3,635 万 2千円
農 業 集 落 排 水 3,853 万 3千円 3,853 万 3千円
介 護
保 険

（ 保 険 事 業 ）24億 1,609 万 7千円 23億 4,534 万 8千円
（サービス事業勘定） 1,822 万 6千円 1,822 万 6千円

後 期 高 齢 者 事 業 2億 9,779 万 1千円 2億 9,739 万 9千円

水道事業会計　収益的収支
収 入 額 4億 2,616 万１千円
支 出 額 3億 2,325 万１千円

水道事業会計　資本的収支
収 入 額 2億 3,217 万 2千円
支 出 額 3億 8,941 万 8千円
※�資本的収支の不足額については、現
年度分損益勘定留保資金等で補填し
ています。

お試し居住施設 JR暘谷駅周辺整備事業の完了

■問合先　財政課　☎ 73-3153

2017.11⑤
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まちの話題
公式 Facebook で

町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

９月～ 10月

　
真
那
井
八
代
区
の
佐
藤
ケ
サ
ヨ
さ
ん

が
９
月
26
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
佐
藤
さ
ん
が
利
用
し
て
い

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
本
田
町
長
が

訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
若
い
頃
は
農
業
を
し

て
生
計
を
立
て
、
95
歳
く
ら
い
ま
で

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
続
け
て
い
た
そ

う
で
、
今
で
も
元
気
そ
の
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
家
族
か
ら
花
束
や
ケ
ー
キ

を
贈
ら
れ
、
通
所
仲
間
が
作
っ
て
く
れ

た
く
す
玉
を
町
長
と
割
っ
た
り
、
施
設

職
員
が
楽
器
演
奏
を
し
た
り
し
て
、
み

ん
な
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
で
も
歩
行
や
３
度
の
食
事
な
ど
、

す
べ
て
自
分
ひ
と
り
で
で
き
る
と
い
う

佐
藤
さ
ん
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い

て
く
だ
さ
い
。

祝
１
０
０
歳

真
那
井
の
佐
藤
ケ
サ
ヨ
さ
ん

佐藤ケサヨさん（中央）

定
だ
っ
た
が
、
台
風
の
た
め
延
期
）
に

は
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。

　
多
数
の
チ
ー
ム
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て

い
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
の
入
賞
チ
ー

ム
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
の
結
果
】

■�

２
人
制
男
子

　�

①
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
②
月
と
カ
メ
③
Ｓ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
、
こ
ろ
が
る
だ
る
ま
２

■�

２
人
制
女
子

　�

①
ヒ
マ
ワ
リ
②
ソ
ラ
マ
リ
③
よ
し
な
に

■�

４
人
制
上
級

　�

①
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ
②
り
ん
り
ん
り
ん
③
Ｋ

Ｇ
Ｕ
、
す
ぬ
ー
ぴ
ー

■�

４
人
制
一
般

　�

①
こ
ろ
が
る
だ
る
ま
フ
ォ
ー
②
ち
え

ご
ぉ
ー
③
さ
ん
さ
さ
ん
、
た
ら
っ
た

１
号

ビーチバレー大会

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
＆
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー

糸
ヶ
浜
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
開
催

　
９
月
24
日
、10
月
９
日
の
両
日
、糸
ヶ

浜
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
９
月
24
日
に
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大

会
が
、
10
月
９
日
（
９
月
17
日
開
催
予

健
康
・
食
育
を
体
感
し
、
意
識
向
上
図
る

い
き
い
き
応
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
９
月
23
日
、
ひ
じ
ポ
応
援
イ
ベ
ン
ト

『
い
き
い
き
応
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
住
民
の
健
康
意

識
の
向
上
を
目
的
に
、
日
出
町
健
康
推

進
協
議
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
現
在
実
施
中
の
健
康
増
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
『
ひ
じ
ポ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と

も
連
動
。

　
会
場
で
は
、
特
別
講
演
を
は
じ
め
、

健
康
ク
イ
ズ
大
会
や
節
塩
カ
レ
ー
の
販

売
な
ど
、
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
、
東
京
大
学
大
学
院

教
授
・
佐
々
木
敏
氏
が
、『
お
い
し
く

て
健
康
的
な
食
生
活
の
た
め
に
』
と
題

し
、
食
と
健
康
の
密
接
な
関
係
性
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

健康クイズ大会の様子

ビーチサッカー大会

災
害
時
の
生
活
物
資
供
給

町
と
３
事
業
者
が
協
定
を
締
結

　
９
月
28
日
、
日
出
町
、
㈱
ト
キ
ハ
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
（
吉
弘�

晃
代
表
取
締

役
社
長
）、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
お

お
い
た
（
青
木
博
範
理
事
長
）、
㈱
サ

ン
リ
ブ
（
高
山
隆
治
取
締
役
）
が
、『
災

害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
供
給
に

関
す
る
協
定
』
を
結
び
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
が
発
生
ま
た
は

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
住

民
の
生
活
の
早
期
回
復
・
安
定
を
図
る

た
め
、
相
互
に
協
力
し
て
生
活
物
資
を

供
給
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
も
の
。

　
締
結
式
で
は
、
各
代
表
が
協
定
書
に

署
名
し
、
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
本

田
町
長
は
「
皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
連
携

を
深
め
、
災
害
に
備
え
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

HIJI  TOWN  TOPICS

留学生に剣道を教える日出中生徒ら

日
出
中
学
校
生
徒
・
Ａ
Ｐ
Ｕ
留
学
生

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
親
睦
深
め
る

　
９
月
29
日
・
30
日
の
両
日
、
日
出
中

学
校
生
徒
の
７
家
庭
が
、
立
命
館
ア
ジ

ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
の
留
学
生

７
名
（
６
カ
国
）
を
１
泊
２
日
で
受
け

入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
町
内
の
中
学
生
が
外

国
の
文
化
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
と
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

町
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
１
日
目
は
、
日
出
中
学
校
で
留
学
生

と
交
流
。
授
業
で
留
学
生
の
母
国
の
紹

介
を
聞
い
た
り
、
給
食
を
一
緒
に
食
べ

た
り
し
ま
し
た
。
放
課
後
は
、
剣
道
、

柔
道
、
茶
道
な
ど
の
部
活
動
で
も
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
家
庭
が
留
学
生
を
受
け

入
れ
、
翌
日
ま
で
一
緒
に
過
ご
し
ま
し

た
。

協定締結式で握手を交わす各代表ら

Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
　
旬
の
館
日
出
店

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
10
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出�

ふ

れ
あ
い
市
場�

旬
の
館�

日
出
店
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
開
店
に
あ
わ
せ
、
店
頭
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
佐
藤
隆

博
代
表
理
事
組
合
長
が
「
安
心
・
安
全

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま

に
新
鮮
な
産
品
を
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
オ
ー
プ

ン
を
祝
い
、
く
す
玉
が
割
ら
れ
ま
し

た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
に
開
店
す
る
と
、

並
ん
で
い
た
来
場
客
が
入
店
し
、
早
速

買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
賑
わ
っ
て
い
た
の
が
『
早

生
み
か
ん
詰
め
放
題
』
で
、
大
勢
の
お

客
さ
ん
た
ち
が
袋
一
杯
に
み
か
ん
を
詰

め
込
ん
で
い
ま
し
た
。

人気だった「早生みかん詰め放題」

介
護
予
防
の
各
教
室
が
交
流

ハ
ッ
ピ
ぃ
自
主
教
室
交
流
会

　
10
月
12
日
、
ハ
ッ
ピ
ぃ
自
主
教
室
交

流
会
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
交
流
会
は
、
各
地
域
の
ハ
ッ

ピ
ぃ
自
主
教
室
（
介
護
予
防
を
目
的
と

し
て
、
転
倒
骨
折
防
止
な
ど
の
教
室
を

自
主
的
に
実
施
）
な
ど
の
交
流
を
目
的

と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
。

　
参
加
者
ら
は
、
最
初
に
準
備
体
操
で

体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
体
力
測
定
や
リ
ズ

ム
体
操
な
ど
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
後

に
、
宗む
ね
ゆ
き行

ハ
ッ
ピ
ぃ
自
主
教
室
の
取
組

の
発
表
や
、
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
『
さ
わ
や
か
日
出
』
の
紹
介
、

各
教
室
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
川
崎
西に
し
こ
ぶ
か
え

小
深
江
区
の
小
野

恵
子
さ
ん
は
「
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し

み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
励
む
の
が
、

長
く
続
け
て
い
く
コ
ツ
」
と
健
康
の
秘

訣
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

体力測定を受ける参加者ら

2017.11 ⑥
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まちの話題
公式 Facebook で

町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

９月～ 10月

　
真
那
井
八
代
区
の
佐
藤
ケ
サ
ヨ
さ
ん

が
９
月
26
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
佐
藤
さ
ん
が
利
用
し
て
い

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
本
田
町
長
が

訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
若
い
頃
は
農
業
を
し

て
生
計
を
立
て
、
95
歳
く
ら
い
ま
で

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
続
け
て
い
た
そ

う
で
、
今
で
も
元
気
そ
の
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
家
族
か
ら
花
束
や
ケ
ー
キ

を
贈
ら
れ
、
通
所
仲
間
が
作
っ
て
く
れ

た
く
す
玉
を
町
長
と
割
っ
た
り
、
施
設

職
員
が
楽
器
演
奏
を
し
た
り
し
て
、
み

ん
な
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
で
も
歩
行
や
３
度
の
食
事
な
ど
、

す
べ
て
自
分
ひ
と
り
で
で
き
る
と
い
う

佐
藤
さ
ん
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い

て
く
だ
さ
い
。

祝
１
０
０
歳

真
那
井
の
佐
藤
ケ
サ
ヨ
さ
ん

佐藤ケサヨさん（中央）

定
だ
っ
た
が
、
台
風
の
た
め
延
期
）
に

は
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。

　
多
数
の
チ
ー
ム
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て

い
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
の
入
賞
チ
ー

ム
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
の
結
果
】

■�

２
人
制
男
子

　�

①
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
②
月
と
カ
メ
③
Ｓ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
、
こ
ろ
が
る
だ
る
ま
２

■�

２
人
制
女
子

　�

①
ヒ
マ
ワ
リ
②
ソ
ラ
マ
リ
③
よ
し
な
に

■�

４
人
制
上
級

　�

①
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ
②
り
ん
り
ん
り
ん
③
Ｋ

Ｇ
Ｕ
、
す
ぬ
ー
ぴ
ー

■�

４
人
制
一
般

　�

①
こ
ろ
が
る
だ
る
ま
フ
ォ
ー
②
ち
え

ご
ぉ
ー
③
さ
ん
さ
さ
ん
、
た
ら
っ
た

１
号

ビーチバレー大会

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
＆
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー

糸
ヶ
浜
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
開
催

　
９
月
24
日
、10
月
９
日
の
両
日
、糸
ヶ

浜
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
９
月
24
日
に
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大

会
が
、
10
月
９
日
（
９
月
17
日
開
催
予

健
康
・
食
育
を
体
感
し
、
意
識
向
上
図
る

い
き
い
き
応
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
９
月
23
日
、
ひ
じ
ポ
応
援
イ
ベ
ン
ト

『
い
き
い
き
応
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
住
民
の
健
康
意

識
の
向
上
を
目
的
に
、
日
出
町
健
康
推

進
協
議
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
現
在
実
施
中
の
健
康
増
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
『
ひ
じ
ポ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と

も
連
動
。

　
会
場
で
は
、
特
別
講
演
を
は
じ
め
、

健
康
ク
イ
ズ
大
会
や
節
塩
カ
レ
ー
の
販

売
な
ど
、
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
、
東
京
大
学
大
学
院

教
授
・
佐
々
木
敏
氏
が
、『
お
い
し
く

て
健
康
的
な
食
生
活
の
た
め
に
』
と
題

し
、
食
と
健
康
の
密
接
な
関
係
性
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

健康クイズ大会の様子

ビーチサッカー大会

災
害
時
の
生
活
物
資
供
給

町
と
３
事
業
者
が
協
定
を
締
結

　
９
月
28
日
、
日
出
町
、
㈱
ト
キ
ハ
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
（
吉
弘�

晃
代
表
取
締

役
社
長
）、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
お

お
い
た
（
青
木
博
範
理
事
長
）、
㈱
サ

ン
リ
ブ
（
高
山
隆
治
取
締
役
）
が
、『
災

害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
供
給
に

関
す
る
協
定
』
を
結
び
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
が
発
生
ま
た
は

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
住

民
の
生
活
の
早
期
回
復
・
安
定
を
図
る

た
め
、
相
互
に
協
力
し
て
生
活
物
資
を

供
給
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
も
の
。

　
締
結
式
で
は
、
各
代
表
が
協
定
書
に

署
名
し
、
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
本

田
町
長
は
「
皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
連
携

を
深
め
、
災
害
に
備
え
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

HIJI  TOWN  TOPICS

留学生に剣道を教える日出中生徒ら

日
出
中
学
校
生
徒
・
Ａ
Ｐ
Ｕ
留
学
生

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
親
睦
深
め
る

　
９
月
29
日
・
30
日
の
両
日
、
日
出
中

学
校
生
徒
の
７
家
庭
が
、
立
命
館
ア
ジ

ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
の
留
学
生

７
名
（
６
カ
国
）
を
１
泊
２
日
で
受
け

入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
町
内
の
中
学
生
が
外

国
の
文
化
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
と
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

町
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
１
日
目
は
、
日
出
中
学
校
で
留
学
生

と
交
流
。
授
業
で
留
学
生
の
母
国
の
紹

介
を
聞
い
た
り
、
給
食
を
一
緒
に
食
べ

た
り
し
ま
し
た
。
放
課
後
は
、
剣
道
、

柔
道
、
茶
道
な
ど
の
部
活
動
で
も
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
家
庭
が
留
学
生
を
受
け

入
れ
、
翌
日
ま
で
一
緒
に
過
ご
し
ま
し

た
。

協定締結式で握手を交わす各代表ら

Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
　
旬
の
館
日
出
店

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
10
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出�

ふ

れ
あ
い
市
場�

旬
の
館�

日
出
店
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
開
店
に
あ
わ
せ
、
店
頭
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
佐
藤
隆

博
代
表
理
事
組
合
長
が
「
安
心
・
安
全

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま

に
新
鮮
な
産
品
を
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
オ
ー
プ

ン
を
祝
い
、
く
す
玉
が
割
ら
れ
ま
し

た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
に
開
店
す
る
と
、

並
ん
で
い
た
来
場
客
が
入
店
し
、
早
速

買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
賑
わ
っ
て
い
た
の
が
『
早

生
み
か
ん
詰
め
放
題
』
で
、
大
勢
の
お

客
さ
ん
た
ち
が
袋
一
杯
に
み
か
ん
を
詰

め
込
ん
で
い
ま
し
た
。

人気だった「早生みかん詰め放題」

介
護
予
防
の
各
教
室
が
交
流

ハ
ッ
ピ
ぃ
自
主
教
室
交
流
会

　
10
月
12
日
、
ハ
ッ
ピ
ぃ
自
主
教
室
交

流
会
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
交
流
会
は
、
各
地
域
の
ハ
ッ

ピ
ぃ
自
主
教
室
（
介
護
予
防
を
目
的
と

し
て
、
転
倒
骨
折
防
止
な
ど
の
教
室
を

自
主
的
に
実
施
）
な
ど
の
交
流
を
目
的

と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
。

　
参
加
者
ら
は
、
最
初
に
準
備
体
操
で

体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
体
力
測
定
や
リ
ズ

ム
体
操
な
ど
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
後

に
、
宗む
ね
ゆ
き行

ハ
ッ
ピ
ぃ
自
主
教
室
の
取
組

の
発
表
や
、
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
『
さ
わ
や
か
日
出
』
の
紹
介
、

各
教
室
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
川
崎
西に
し
こ
ぶ
か
え

小
深
江
区
の
小
野

恵
子
さ
ん
は
「
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し

み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
励
む
の
が
、

長
く
続
け
て
い
く
コ
ツ
」
と
健
康
の
秘

訣
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

体力測定を受ける参加者ら

2017.11⑦
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雨のなか、お神輿を担いで参道を往来

２
夜
連
続
で
神
楽
を
奉
納

日
出
若
宮
八
幡
神
社
例
大
祭

　
10
月
14
日
・
15
日
、
日
出
若
宮
八
幡

神
社
の
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
に
は
庄
内
神
楽
が
、
２
日
目

に
は
宇
目
神
楽
が
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ

れ
、
集
ま
っ
た
観
客
の
目
を
引
い
て
い

ま
し
た
。

　
２
日
目
の
神し
ん
こ
う
さ
い

幸
祭
で
は
、
毛
槍
ひ
ね

り
の
披
露
と
あ
わ
せ
て
、
お
神み
こ
し輿
が
町

内
を
練
り
歩
く
の
が
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
日
は
雨
天
だ
っ
た
た

め
内
容
を
変
更
し
、
お
神
輿
は
参
道
を

往
来
し
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
、
参
道
に
は
露
店
が
並

び
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　
10
月
15
日
、
第
12
回
ザ
ビ
エ
ル
の
道

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た

が
、
約
２
１
２
名
の
方
が
参
加
し
、
雨

に
も
負
け
ず
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
は
、
本
大
会
実
行
委
員
会

会
長
の
本
田
町
長
が
「
日
出
町
の
歴
史

的
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
つ
つ
、
美
し
い
景

観
も
あ
わ
せ
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
準
備
運
動
の
後
、
Ａ
（
20

㌔
）・
Ｂ
（
10
㌔
）・
Ｃ
（
５
㌔
）
の
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
で
は
、
豊
岡
地
区
婦
人
会
に

よ
る
『
ち
り
め
ん
ご
飯
』
の
振
る
舞
い

や
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
あ
り
、

参
加
者
ら
は
ゴ
ー
ル
後
も
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。

“
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
”
完
歩
！

ザ
ビ
エ
ル
の
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会城下海岸遊歩道を歩く参加者ら

日
出
町
消
防
団
第
４
分
団
第
２
部

消
防
積
載
車
な
ど
を
更
新

　
10
月
17
日
、
消
防
積
載
車
の
納
車
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
出
町
消

防
団
が
保
有
す
る
消
防
車
両
の
老
朽
化

に
伴
う
更
新
に
よ
る
も
の
で
、
配
備
か

ら
25
年
が
経
過
し
た
車
両
１
台
を
新
車

へ
入
れ
替
え
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
消
防

ポ
ン
プ
も
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　
納
車
式
で
は
、
本
田
町
長
が
「
消
防

車
両
や
資
機
材
の
更
新
に
よ
り
、
火
災

な
ど
へ
の
対
応
能
力
が
一
層
高
ま
る
こ

と
を
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
れ
ら
を
受
領
し
た
第
４
分
団
第
２

部
（
藤
原
地
区
）
の
定
平
壽ひ
さ
か
ず一
部
長
は

謝
辞
の
な
か
で
「
新
し
い
車
両
な
ど
を

十
二
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
力
を
尽

く
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

更新された消防積載車と消防ポンプ

　
10
月
18
日
、
日
出
町
と
友
好
都
市
の

関
係
に
あ
る
宮
城
県
亘わ
た
り
ち
ょ
う

理
町
の
臨
時
町

民
号
が
日
出
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
亘
理
町
臨
時
町
民
号
は
、
10
月
18
～

20
日
の
３
日
間
の
日
程
で
、
日
出
町
を

は
じ
め
九
州
・
山
口
地
方
の
各
地
を
バ

ス
で
巡
り
、
観
光
を
楽
し
む
催
し
。

　
齋
藤
貞
た
だ
し

亘
理
町
長
を
は
じ
め
と
す

る
同
参
加
者
54
名
は
、
日
出
城
址
周
辺

を
観
光
し
た
後
、
宿
泊
場
所
で
あ
る
ホ

テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
大
分
・
日
出
で
の
交

流
会
に
参
加
。
交
流
会
で
は
本
田
町
長

ら
町
関
係
者
も
出
席
し
、
参
加
者
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
日
出
町
ふ
る
さ
と
親
善

大
使
で
歌
手
の
河か
わ
ち内
明
美
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
も
催
さ
れ
、
参
加
者
ら
は
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

友
好
都
市
の
２
町
が
交
流
深
め
る

宮
城
県
亘
理
町
臨
時
町
民
号

大盛況だった交流会

コンサート、ものづくり、セラピー、ワークショップなど、たくさん

の体験プランをご用意しています。詳しくはお問い合わせください。

11 月 30日（木）まで開催♪

■参加店舗　20 店舗
■参加方法
①二の丸館や各参加店舗にあるキャンペーンチラシをまずは入手
②参加店舗でちりめん（しらす）メニューを食べてスタンプを GET ！ 
③スタンプを 3 個以上集め応募し、ステキな賞品を当てよう！ 
■賞品総計　20 名様分（ペア宿泊券、特産品セットなど）
■問合先　日出町観光協会　☎ 72-4255
※参加店舗などの詳細は　『ひじナビ』で検索

好評開催中！！　食べよう！日出のおいしい秋ちりめん！

2017.11 ⑧



HIJI  TOWN  TOPICS

雨のなか、お神輿を担いで参道を往来

２
夜
連
続
で
神
楽
を
奉
納

日
出
若
宮
八
幡
神
社
例
大
祭

　
10
月
14
日
・
15
日
、
日
出
若
宮
八
幡

神
社
の
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
に
は
庄
内
神
楽
が
、
２
日
目

に
は
宇
目
神
楽
が
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ

れ
、
集
ま
っ
た
観
客
の
目
を
引
い
て
い

ま
し
た
。

　
２
日
目
の
神し
ん
こ
う
さ
い

幸
祭
で
は
、
毛
槍
ひ
ね

り
の
披
露
と
あ
わ
せ
て
、
お
神み
こ
し輿
が
町

内
を
練
り
歩
く
の
が
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
日
は
雨
天
だ
っ
た
た

め
内
容
を
変
更
し
、
お
神
輿
は
参
道
を

往
来
し
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
、
参
道
に
は
露
店
が
並

び
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　
10
月
15
日
、
第
12
回
ザ
ビ
エ
ル
の
道

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た

が
、
約
２
１
２
名
の
方
が
参
加
し
、
雨

に
も
負
け
ず
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
は
、
本
大
会
実
行
委
員
会

会
長
の
本
田
町
長
が
「
日
出
町
の
歴
史

的
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
つ
つ
、
美
し
い
景

観
も
あ
わ
せ
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
準
備
運
動
の
後
、
Ａ
（
20

㌔
）・
Ｂ
（
10
㌔
）・
Ｃ
（
５
㌔
）
の
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
で
は
、
豊
岡
地
区
婦
人
会
に

よ
る
『
ち
り
め
ん
ご
飯
』
の
振
る
舞
い

や
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
あ
り
、

参
加
者
ら
は
ゴ
ー
ル
後
も
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。

“
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
”
完
歩
！

ザ
ビ
エ
ル
の
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会城下海岸遊歩道を歩く参加者ら

日
出
町
消
防
団
第
４
分
団
第
２
部

消
防
積
載
車
な
ど
を
更
新

　
10
月
17
日
、
消
防
積
載
車
の
納
車
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
出
町
消

防
団
が
保
有
す
る
消
防
車
両
の
老
朽
化

に
伴
う
更
新
に
よ
る
も
の
で
、
配
備
か

ら
25
年
が
経
過
し
た
車
両
１
台
を
新
車

へ
入
れ
替
え
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
消
防

ポ
ン
プ
も
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　
納
車
式
で
は
、
本
田
町
長
が
「
消
防

車
両
や
資
機
材
の
更
新
に
よ
り
、
火
災

な
ど
へ
の
対
応
能
力
が
一
層
高
ま
る
こ

と
を
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
れ
ら
を
受
領
し
た
第
４
分
団
第
２

部
（
藤
原
地
区
）
の
定
平
壽ひ
さ
か
ず一
部
長
は

謝
辞
の
な
か
で
「
新
し
い
車
両
な
ど
を

十
二
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
力
を
尽

く
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

更新された消防積載車と消防ポンプ

　
10
月
18
日
、
日
出
町
と
友
好
都
市
の

関
係
に
あ
る
宮
城
県
亘わ
た
り
ち
ょ
う

理
町
の
臨
時
町

民
号
が
日
出
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
亘
理
町
臨
時
町
民
号
は
、
10
月
18
～

20
日
の
３
日
間
の
日
程
で
、
日
出
町
を

は
じ
め
九
州
・
山
口
地
方
の
各
地
を
バ

ス
で
巡
り
、
観
光
を
楽
し
む
催
し
。

　
齋
藤
貞
た
だ
し

亘
理
町
長
を
は
じ
め
と
す

る
同
参
加
者
54
名
は
、
日
出
城
址
周
辺

を
観
光
し
た
後
、
宿
泊
場
所
で
あ
る
ホ

テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
大
分
・
日
出
で
の
交

流
会
に
参
加
。
交
流
会
で
は
本
田
町
長

ら
町
関
係
者
も
出
席
し
、
参
加
者
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
日
出
町
ふ
る
さ
と
親
善

大
使
で
歌
手
の
河か
わ
ち内
明
美
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
も
催
さ
れ
、
参
加
者
ら
は
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

友
好
都
市
の
２
町
が
交
流
深
め
る

宮
城
県
亘
理
町
臨
時
町
民
号

大盛況だった交流会

コンサート、ものづくり、セラピー、ワークショップなど、たくさん

の体験プランをご用意しています。詳しくはお問い合わせください。

11 月 30日（木）まで開催♪

■参加店舗　20 店舗
■参加方法
①二の丸館や各参加店舗にあるキャンペーンチラシをまずは入手
②参加店舗でちりめん（しらす）メニューを食べてスタンプを GET ！ 
③スタンプを 3 個以上集め応募し、ステキな賞品を当てよう！ 
■賞品総計　20 名様分（ペア宿泊券、特産品セットなど）
■問合先　日出町観光協会　☎ 72-4255
※参加店舗などの詳細は　『ひじナビ』で検索

好評開催中！！　食べよう！日出のおいしい秋ちりめん！

2017.11⑨



制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

▼
11
月
９
日
～
15
日
は

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
週
間
で
す

『
住
宅
防
火
　

　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

　
～
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
～

■
３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
４
つ
の
対
策

○�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

○�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

○�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

▼�

『
と
き
め
き
作
品
展
』
ｉ
ｎ
日
出
町

　
障
が
い
者
・
障
が
い
児
の
芸
術
・
文

化
活
動
の
推
進
の
一
つ
と
し
て
平
成
29

年
度
『
と
き
め
き
作
品
展
』
に
日
出
町

の
方
が
出
展
さ
れ
る
絵
画
を
展
覧
し
ま

す
。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
作
品
を

鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
作
者
の

皆
さ
ん
へ
の
励
ま
し
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
展
示
会
場
　
二
の
丸
館

■�

展
示
期
間
　
11
月
３
日
（
金
）
～
10

日
（
金
）

■
時
間
　
９
時
～
17
時
30
分

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
先
　
福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係

☎
73
‐
３
１
２
６

▼�

大
分
空
港
道
路
の
通
行
規
制
に
つ
い
て

　
大
分
県
で
は
、
大
分
空
港
へ
の
定
時

性
・
利
便
性
・
安
全
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
大
分
空
港
道
路
の
４
車
線
区
間

延
伸
工
事
、
橋
梁
補
修
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
工
事
に
伴
い
、
以
下
の
と
お
り

通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■�

規
制
時
期
　
11
月
中
旬
～
　

■
規
制
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
の
間

■�

場
所
：
安
岐
Ｉ
Ｃ
～
藤
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間

（
大
分
市
方
面
の
み
）

■
内
容
：
時
速
50
㌔
の
速
度
規
制

※�

夜
間
通
行
止
め
も
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
現
地
の
道
路
情

報
板
や
別
府
土
木
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
下
さ
い
。

■
問
合
先
　
別
府
土
木
事
務
所
道
路
課

☎
67
‐
０
２
１
４

第 10回
日出町長杯なぎなた競技交流大会

　本大会は、平成 20年に第 63回国民体育大会『チャ
レンジ！おおいた国体』が日出町で開催されたのを機
に始まり、今年で 10周年の節目を迎えます。
　武道である “ なぎなた ” をより多くの方に知っても
らい、普及・発展へつなげるための大会です。ぜひご
観覧ください。
　また、県内の選手のみではなく、九州各地から選手
を招いて開催します。

■日　時　12月 10日（日）　９時～
■会　場　中央体育館
■競技種目　演技競技・試合競技
■入場料　無料
■問合先　日出町なぎなた連盟事務局　☎ 72-8899

▼�

『
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

に
あ
た
っ
て
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
や
領
収
書
な
ど
の
添
付
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、『
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
』
が
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
領
収
書
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
に
は
、
来
年
の

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先
　
住
民
課
年
金
係

☎
73
‐
３
１
２
２

▼ 

『
高
齢
者
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

の
実
施
に
つ
い
て

　　
日
の
入
り
が
早
ま
る
秋
か
ら
年
末
に

か
け
て
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け

て
の
交
通
事
故
、
特
に
道
路
横
断
中
の

高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
交
通
事
故
の
多

発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
高
齢
者
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
夕
暮
れ
時
の
『
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
点
灯
』『
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
走
行
』

お
よ
び
『
反
射
材
着
用
』
を
推
進
し
、

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
の
意
識

付
け
を
行
う
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
も
っ
て
交
通
事

故
総
量
抑
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
特
に
以

下
の
項
目
に
注
意
し
て
安
全
運
転
を
心

が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
運
動
の
重
点

○�

夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

点
灯
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
走
行
（
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
の
ハ
イ
ビ
ー
ム
走
行
）

○
明
る
い
服
装
と
反
射
材
の
着
用

■
具
体
的
な
推
進
事
項

①�

夜
間
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
で

反
射
材
を
身
に
つ
け
る

②�

道
路
横
断
時
は
、
左
右
の
安
全
確
認

を
徹
底
す
る

③�

車
も
自
転
車
も
早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
点
灯
さ
せ
、
特
に
車
は
こ
ま
め

な
切
り
替
え
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
走

行
を
励
行
す
る

④�

高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
し
た
参
加
・

体
験
型
交
通
安
全
教
室
を
積
極
的
に

開
催
す
る

⑤�

職
場
や
地
域
で
『
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
点
灯
』『
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
走
行
』

を
推
進
す
る�

■
運
動
期
間
（
１
カ
月
間
）

　�

�11
月
１
日
（
水
）
～
11
月
30
日
（
木
）

■�

日
出
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
に

お
け
る
運
動
期
間
中
の
一
斉
行
動
日

（
早
朝
街
頭
啓
発
活
動
）

○
１
日
目
：
11
月
１
日
（
水
）

○
２
日
目
：
11
月
20
日
（
月
）

■
懸
賞
付
き
交
通
安
全
ク
イ
ズ

　�『
高
齢
者
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
チ
ラ
シ
の
交
通
安
全
に
関
す
る

ク
イ
ズ
に
正
解
す
る
と
、
抽
選
で
豪

華
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
生
活
環
境
課

☎
73
‐
３
１
２
８

▼�

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　
交
通
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
を
推
進
し
、
学
童
・
園
児
の

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
交
通
指
導
な

ど
に
従
事
し
ま
す
。
交
通
指
導
を
通
じ

て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
や
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
職
務
内
容

○�

街
頭
で
の
学
童
お
よ
び
園
児
の
交
通

事
故
防
止
の
た
め
の
交
通
指
導

○�

交
通
安
全
教
室
な
ど
に
お
け
る
交
通

安
全
指
導

■
任
期
　
２
年
ご
と
に
更
新

※�

次
回
更
新
予
定
は
、
平
成
30
年
４
月

１
日
で
す
。

■�

装
備
品
　
制
服
な
ど
を
町
が
交
通
指

導
員
へ
用
意
し
ま
す
。

■
報
酬
　
５
万
５
０
０
０
円
（
年
額
）

■
申
込
締
切
　
11
月
24
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　
生
活
環
境
課
　
☎
73
‐
３
１
２
８

▼
裁
判
員
制
度
名
簿
記
載
通
知
の
送
付

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か

ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基

に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
中

旬
に
『
名
簿
記
載
通
知
』
を
お
送
り
し

ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
平
成
30
年
２
月

頃
か
ら
平
成
31
年
頃
ま
で
の
間
に
裁
判

所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
裁

判
員
制
度
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先
　
大
分
地
方
裁
判
所

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

大分県最低賃金

737 円（時間額）
平成 29 年 10 月１日から

■問合先
　大分労働局　☎ 097-536-3215

年齢やパート・学生アルバイトなどの
働き方の違いにかかわらず、

すべての労働者に適用されます。

川崎宗行区担当の民生委員が変わりました
　民生委員は、身近な地域で悩みごとや困りごとを抱えている
方々に、相談窓口などの情報提供や問題解決のためのお手伝い
などを行っています。
　川崎宗行区担当の民生委員が変わりましたので、お知らせし
ます。同地区にお住まいの方は、今後は次の委員へご相談くだ
さい。

（新任者） 　田
た し ろ

代  重
しげかつ

勝　　☎ 72-8047
　なお、前任者の酒井壯六さんは、９月 30 日付けで退任され
ました。

■問合先　福祉対策課　☎ 73-3121

2017.11 ⑩



制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

▼
11
月
９
日
～
15
日
は

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
週
間
で
す

『
住
宅
防
火
　

　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

　
～
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
～

■
３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
４
つ
の
対
策

○�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

○�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

○�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

▼�

『
と
き
め
き
作
品
展
』
ｉ
ｎ
日
出
町

　
障
が
い
者
・
障
が
い
児
の
芸
術
・
文

化
活
動
の
推
進
の
一
つ
と
し
て
平
成
29

年
度
『
と
き
め
き
作
品
展
』
に
日
出
町

の
方
が
出
展
さ
れ
る
絵
画
を
展
覧
し
ま

す
。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
作
品
を

鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
作
者
の

皆
さ
ん
へ
の
励
ま
し
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
展
示
会
場
　
二
の
丸
館

■�

展
示
期
間
　
11
月
３
日
（
金
）
～
10

日
（
金
）

■
時
間
　
９
時
～
17
時
30
分

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
先
　
福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係

☎
73
‐
３
１
２
６

▼�

大
分
空
港
道
路
の
通
行
規
制
に
つ
い
て

　
大
分
県
で
は
、
大
分
空
港
へ
の
定
時

性
・
利
便
性
・
安
全
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
大
分
空
港
道
路
の
４
車
線
区
間

延
伸
工
事
、
橋
梁
補
修
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
工
事
に
伴
い
、
以
下
の
と
お
り

通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■�

規
制
時
期
　
11
月
中
旬
～
　

■
規
制
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
の
間

■�

場
所
：
安
岐
Ｉ
Ｃ
～
藤
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間

（
大
分
市
方
面
の
み
）

■
内
容
：
時
速
50
㌔
の
速
度
規
制

※�

夜
間
通
行
止
め
も
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
現
地
の
道
路
情

報
板
や
別
府
土
木
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
下
さ
い
。

■
問
合
先
　
別
府
土
木
事
務
所
道
路
課

☎
67
‐
０
２
１
４

第 10回
日出町長杯なぎなた競技交流大会

　本大会は、平成 20年に第 63回国民体育大会『チャ
レンジ！おおいた国体』が日出町で開催されたのを機
に始まり、今年で 10周年の節目を迎えます。
　武道である “ なぎなた ” をより多くの方に知っても
らい、普及・発展へつなげるための大会です。ぜひご
観覧ください。
　また、県内の選手のみではなく、九州各地から選手
を招いて開催します。

■日　時　12月 10日（日）　９時～
■会　場　中央体育館
■競技種目　演技競技・試合競技
■入場料　無料
■問合先　日出町なぎなた連盟事務局　☎ 72-8899

▼�

『
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

に
あ
た
っ
て
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
や
領
収
書
な
ど
の
添
付
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、『
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
』
が
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
領
収
書
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
に
は
、
来
年
の

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先
　
住
民
課
年
金
係

☎
73
‐
３
１
２
２

▼ 
『
高
齢
者
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

の
実
施
に
つ
い
て

　　
日
の
入
り
が
早
ま
る
秋
か
ら
年
末
に

か
け
て
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け

て
の
交
通
事
故
、
特
に
道
路
横
断
中
の

高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
交
通
事
故
の
多

発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
高
齢
者
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
夕
暮
れ
時
の
『
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
点
灯
』『
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
走
行
』

お
よ
び
『
反
射
材
着
用
』
を
推
進
し
、

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
の
意
識

付
け
を
行
う
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
も
っ
て
交
通
事

故
総
量
抑
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
特
に
以

下
の
項
目
に
注
意
し
て
安
全
運
転
を
心

が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
運
動
の
重
点

○�

夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

点
灯
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
走
行
（
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
の
ハ
イ
ビ
ー
ム
走
行
）

○
明
る
い
服
装
と
反
射
材
の
着
用

■
具
体
的
な
推
進
事
項

①�

夜
間
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
で

反
射
材
を
身
に
つ
け
る

②�

道
路
横
断
時
は
、
左
右
の
安
全
確
認

を
徹
底
す
る

③�

車
も
自
転
車
も
早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
点
灯
さ
せ
、
特
に
車
は
こ
ま
め

な
切
り
替
え
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
走

行
を
励
行
す
る

④�

高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
し
た
参
加
・

体
験
型
交
通
安
全
教
室
を
積
極
的
に

開
催
す
る

⑤�

職
場
や
地
域
で
『
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
点
灯
』『
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
走
行
』

を
推
進
す
る�

■
運
動
期
間
（
１
カ
月
間
）

　�

�11
月
１
日
（
水
）
～
11
月
30
日
（
木
）

■�

日
出
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
に

お
け
る
運
動
期
間
中
の
一
斉
行
動
日

（
早
朝
街
頭
啓
発
活
動
）

○
１
日
目
：
11
月
１
日
（
水
）

○
２
日
目
：
11
月
20
日
（
月
）

■
懸
賞
付
き
交
通
安
全
ク
イ
ズ

　�『
高
齢
者
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
チ
ラ
シ
の
交
通
安
全
に
関
す
る

ク
イ
ズ
に
正
解
す
る
と
、
抽
選
で
豪

華
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
生
活
環
境
課

☎
73
‐
３
１
２
８

▼�

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　
交
通
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
を
推
進
し
、
学
童
・
園
児
の

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
交
通
指
導
な

ど
に
従
事
し
ま
す
。
交
通
指
導
を
通
じ

て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
や
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
職
務
内
容

○�

街
頭
で
の
学
童
お
よ
び
園
児
の
交
通

事
故
防
止
の
た
め
の
交
通
指
導

○�

交
通
安
全
教
室
な
ど
に
お
け
る
交
通

安
全
指
導

■
任
期
　
２
年
ご
と
に
更
新

※�

次
回
更
新
予
定
は
、
平
成
30
年
４
月

１
日
で
す
。

■�

装
備
品
　
制
服
な
ど
を
町
が
交
通
指

導
員
へ
用
意
し
ま
す
。

■
報
酬
　
５
万
５
０
０
０
円
（
年
額
）

■
申
込
締
切
　
11
月
24
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　
生
活
環
境
課
　
☎
73
‐
３
１
２
８

▼
裁
判
員
制
度
名
簿
記
載
通
知
の
送
付

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か

ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基

に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
中

旬
に
『
名
簿
記
載
通
知
』
を
お
送
り
し

ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
平
成
30
年
２
月

頃
か
ら
平
成
31
年
頃
ま
で
の
間
に
裁
判

所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
裁

判
員
制
度
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先
　
大
分
地
方
裁
判
所

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

大分県最低賃金

737 円（時間額）
平成 29 年 10 月１日から

■問合先
　大分労働局　☎ 097-536-3215

年齢やパート・学生アルバイトなどの
働き方の違いにかかわらず、
すべての労働者に適用されます。

川崎宗行区担当の民生委員が変わりました
　民生委員は、身近な地域で悩みごとや困りごとを抱えている
方々に、相談窓口などの情報提供や問題解決のためのお手伝い
などを行っています。
　川崎宗行区担当の民生委員が変わりましたので、お知らせし
ます。同地区にお住まいの方は、今後は次の委員へご相談くだ
さい。

（新任者） 　田
た し ろ

代  重
しげかつ

勝　　☎ 72-8047
　なお、前任者の酒井壯六さんは、９月 30 日付けで退任され
ました。

■問合先　福祉対策課　☎ 73-3121
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🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 43
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　11,800 円～ 17,500 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽有、ボイラーは入居者負担、下水道設備有

１世帯につき、希望住宅を１つ選んで申し込んでく
ださい。応募者が供給戸数を上回る場合は抽選とな
ります。
■募集期間　11 月１日（水）～ 11 月 24 日（金）
■抽選日時　11 月 29 日（水）10 時～
■抽選会場　役場旧館３階　大会議室
■応募資格　※次のすべてに該当する方。
　① 町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ

ること
　② 入 居 者 の 合 算 所 得（ 各 種 控 除 後 ） が 月 額

158,000 円以下であること。ただし裁量世帯の
場合は 214,000 円以下

町営住宅入居者募集（11月分）

　③税金の滞納がないこと
　④入居者名義の持家がないこと
　⑤独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑥現に住宅に困っていること
　⑦入居者が暴力団員ではないこと

■随時募集の住宅について
　 以下の住宅については随時募集としています。入居

希望がある場合は、先着順で受け付けていますので、
お問い合わせください。

 　
【随時募集】町営・藤原住宅（２階建）

　所在地　日出町大字藤原 459 番地１　他
　構造　　簡易耐火構造二階建
　家賃　　8,600 円～ 15,300 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※トイレはくみ取り式
　※入居指定日があります。

■申込・問合先　
　都市建設課 管理係　☎ 73-3172

■日時　　12 月 10 日（日）12 時～
　　　　　（受付：男性 11 時～／女性 11 時 45 分～）
■場所　　日出町的山荘　
■定員　　男性 20 名／女性 20 名
■参加費　男性 3,500 円／女性 2,500 円　※昼食含む
■対象者　町内外の 30 歳～ 49 歳くらいの独身男女
■イベント内容　スキルアップセミナー（男性）、1 対 1 お話しタイム、
　　　　　　　　ランチタイム、庭園散策

　国の重要文化財に指定されている料亭『的山荘』で昼食を楽しみな
がら出会いを探す、日出町主催（担当：政策推進課）の婚活イベント
を開催します。奮ってご参加ください。
※ 参加するには事前の申し込みが必要です。定員になり次第、受付を

締め切ります。

ランチ婚活 in 的山荘

■申込・問合先　　エクシオ（受託事業者）
 　　☎ 050-5531-9451
　　　　　　　　　ホームページ　https://www.exeo-japan.co.jp/ex_special/171210_hiji/
※申込の受付時間　平日 11 時～ 22 時／土日祝日９時～ 22 時

　
土
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
日
出
町
内
一
円
で
、
登

記
簿
に
記
載
さ
れ
た
地
積
（
登
記
地

積
）
に
よ
り
評
価
し
て
課
税
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
地
籍
調
査
が
完
了
し
た

地
域
で
は
、
特
例
課
税
か
ら
地
籍
調
査

の
成
果
に
よ
る
課
税
（
成
果
課
税
）
に

変
わ
り
ま
す
。

　
地
籍
調
査
が
始
ま
っ
た
（
昭
和
61

年
）
当
時
、
ほ
と
ん
ど
の
土
地
所
有
者

が
地
籍
調
査
前
の
地
積
（
従
来
の
登
記

地
積
）
で
課
税
さ
れ
る
な
か
で
、
地
籍

調
査
の
成
果
に
よ
る
登
記
地
積
で
課
税

さ
れ
る
土
地
所
有
者
の
税
負
担
の
公
平

性
を
考
慮
し
て
、
地
方
税
法
の
固
定
資

産
評
価
基
準
の
例
外
規
定
（
特
例
）
に

基
づ
い
て
、
調
査
結
果
が
従
来
の
登
記

地
積
よ
り
大
き
い
場
合
は
調
査
前
の
地

積
に
よ
り
課
税
、
調
査
結
果
が
従
来
の

登
記
地
積
よ
り
小
さ
い
場
合
は
、
調
査

後
の
地
積
に
よ
り
課
税
す
る
と
い
う
特

例
課
税
を
平
成
29
年
度
ま
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
区
画
整
理
地
域
や
新

し
く
宅
地
分
譲
さ
れ
た
土
地
な
ど
元
々

実
測
に
基
づ
く
登
記
地
積
で
課
税
さ
れ

て
い
る
土
地
所
有
者
と
、
地
籍
調
査
の

特
例
を
受
け
て
お
ら
れ
る
土
地
所
有
者

と
の
課
税
の
違
い
が
不
公
平
で
あ
る
と

い
う
声
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
声
を
も
と

に
、
特
例
課
税
の
影
響
を
調
査
・
分
析

し
た
と
こ
ろ
両
者
の
間
で
、
著
し
い
不

均
衡
が
生
じ
て
お
り
、
早
急
に
解
決
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
地
籍
調
査
完
了
地
で
も
、
土

地
一
筆
ご
と
に
調
査
前
の
地
積
と
調
査

後
の
地
積
の
比
率
が
異
な
る
た
め
、
税

金
の
負
担
に
特
例
課
税
に
よ
る
不
均
衡

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
説
明
会
な
ど
で
納
税
者
の

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
中
で
も
町
が
地
籍
調
査
事
業
の
推

進
方
策
の
一
つ
と
し
て
「
特
例
課
税
を

採
用
し
、
全
域
終
了
ま
で
続
け
る
」
と

関
係
者
に
説
明
を
し
て
き
た
こ
と
は
事

実
で
あ
り
、
当
時
か
ら
の
見
通
し
の
甘

さ
は
反
省
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
特
例
課
税
に
よ
る
不

均
衡
を
、
遠
い
将
来
ま
で
継
続
さ
せ
て

い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
行
ど
お
り
の
取
り
扱
い
を
続
け
る

こ
と
は
税
負
担
の
不
公
平
を
さ
ら
に
拡

大
さ
せ
る
こ
と
か
ら
総
合
的
に
考
慮
し

て
、
平
成
30
年
度
か
ら
国
が
定
め
る
固

定
資
産
評
価
基
準
の
原
則
ど
お
り
、
地

籍
調
査
終
了
後
の
登
記
地
積
に
よ
り
課

税
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
の
で
、

予
め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

※�

地
籍
調
査
完
了
地
で
は
、
土
地
所
有

者
に
と
っ
て
は
、費
用
負
担
が
な
く
、

土
地
の
境
界
や
権
利
関
係
が
明
確
に

な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
で
土
地
の
権

利
関
係
を
明
確
に
す
る
場
合
は
、
測

量
や
登
記
の
手
続
き
な
ど
の
費
用
と

し
て
、
一
筆
あ
た
り
40
～
50
万
円
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
回
に
続
き
、
説
明
会
会
場
で
の
主

な
ご
意
見
・
ご
要
望
、
ご
質
問
に
お
答

え
し
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
説
明
会
に
、
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

■
主
な
意
見
・
要
望

〇�

当
初
の
説
明
ど
お
り
、
町
内
全
部
の

地
籍
調
査
が
終
わ
っ
た
時
点
で
成
果

課
税
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

〇�

実
際
の
面
積
で
税
金
を
払
う
こ
と
は

理
解
で
き
る
が
、地
籍
調
査
が
終
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
が
問
題
。

〇�

地
籍
調
査
の
際
に
、
で
き
る
だ
け
土
地

を
ま
と
め
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

庭
先
の
畑
を
ま
と
め
た
結
果
、
宅
地
で

の
評
価
と
な
っ
た
。

〇�

成
果
課
税
を
導
入
す
る
と
年
間

２
６
０
０
万
円
の
増
税
に
つ
な
が
る
と

い
う
が
、
そ
れ
に
見
合
う
町
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
、
真
剣
に
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

〇�

不
均
衡
に
つ
い
て
は
町
民
に
し
っ
か

り
と
理
解
し
て
も
ら
い
、
徴
収
す
る

べ
き
だ
。差
が
あ
る
の
は
よ
く
な
い
。

〇�

税
務
課
だ
け
で
な
く
、
何
ら
か
の
組

織
を
立
ち
あ
げ
再
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。
　

〇�

税
金
が
増
え
る
こ
と
は
や
む
を
得
な

い
が
、
来
年
度
納
付
書
が
届
い
て
か

ら
初
め
て
税
額
が
わ
か
る
の
で
は
な

く
、
事
前
に
お
知
ら
せ
文
書
を
い
た

だ
け
な
い
か
。

■
主
な
質
問
と
回
答

問
　�

成
果
課
税
を
し
た
い
と
い
う
第
一

の
目
的
は
、
税
収
を
あ
げ
る
た
め

か
？
不
公
平
を
な
く
す
た
め
か
？

答
　
不
公
平
を
な
く
す
た
め
で
す
。

問
　�

不
均
衡
が
あ
る
の
は
わ
か
る
が
、

な
ぜ
、
成
果
課
税
に
移
行
す
る
の

が
今
な
の
か
？

問
　�

急
に
来
年
度
か
ら
と
い
う
の
で
は

な
く
、
何
年
か
先
か
ら
と
い
う
選

択
肢
は
な
い
か
？

答
　�

不
均
衡
が
わ
か
っ
た
時
点
で
是
正

し
て
い
く
こ
と
が
、
よ
い
と
判
断

を
し
ま
し
た
。

問
　�

税
額
が
激
変
す
る
方
が
い
る
だ

ろ
う
が
、
３
年
間
で
徐
々
に
調
整

す
る
な
ど
の
緩
和
策
は
と
れ
な
い

か
。

答
　�

国
に
も
問
い
合
せ
た
が
、
法
令
に

規
定
が
な
い
の
で
、
残
念
な
が
ら

緩
和
策
は
と
れ
ま
せ
ん
。

問
　�

地
籍
調
査
の
測
量
デ
ー
タ
が
正
し

い
こ
と
を
サ
ン
プ
ル
調
査
等
で
確

認
し
て
い
る
の
か
？

答
　�

工
程
ご
と
に
検
査
し
、
最
後
に
町

が
１
㌫
以
上
、
県
が
０
・
５
㌫
以

上
の
割
合
で
検
査
し
、
確
認
し
て

い
ま
す
。

問
　�

地
籍
調
査
が
当
初
の
計
画
よ
り
遅

れ
た
理
由
は
？
終
わ
っ
て
い
な
い

理
由
を
教
え
て
ほ
し
い
。

答
　�

当
初
の
計
画
が
甘
か
っ
た
、
職
員

の
進
行
管
理
も
で
き
て
な
か
っ
た
。

し
か
し
一
番
の
原
因
は
、
境
界
が

決
ま
ら
な
い
と
い
う
部
分
が
大
き

い
で
す
。
筆
界
未
定
地
を
な
る
べ

く
出
さ
な
い
、
境
界
が
明
確
な
土

地
を
多
く
し
た
い
と
い
う
思
い
で

事
業
を
行
い
、
結
果
的
に
遅
れ
て

い
ま
す
。
大
変
反
省
し
て
い
ま
す
。

（
お
わ
り
）

■
固
定
資
産
税
に
関
す
る
問
合
先
　

　
税
務
課
資
産
税
係

☎
73
‐
３
１
２
３

■
地
籍
調
査
に
関
す
る
問
合
先

　
農
林
水
産
課
地
籍
係

☎
73
‐
３
１
５
４

地
籍
調
査
と

　
固
定
資
産
税
（
第
７
回
）
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　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 43
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　11,800 円～ 17,500 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽有、ボイラーは入居者負担、下水道設備有

１世帯につき、希望住宅を１つ選んで申し込んでく
ださい。応募者が供給戸数を上回る場合は抽選とな
ります。
■募集期間　11 月１日（水）～ 11 月 24 日（金）
■抽選日時　11 月 29 日（水）10 時～
■抽選会場　役場旧館３階　大会議室
■応募資格　※次のすべてに該当する方。
　① 町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ

ること
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　⑤独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑥現に住宅に困っていること
　⑦入居者が暴力団員ではないこと

■随時募集の住宅について
　 以下の住宅については随時募集としています。入居

希望がある場合は、先着順で受け付けていますので、
お問い合わせください。

 　
【随時募集】町営・藤原住宅（２階建）

　所在地　日出町大字藤原 459 番地１　他
　構造　　簡易耐火構造二階建
　家賃　　8,600 円～ 15,300 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※トイレはくみ取り式
　※入居指定日があります。

■申込・問合先　
　都市建設課 管理係　☎ 73-3172

■日時　　12 月 10 日（日）12 時～
　　　　　（受付：男性 11 時～／女性 11 時 45 分～）
■場所　　日出町的山荘　
■定員　　男性 20 名／女性 20 名
■参加費　男性 3,500 円／女性 2,500 円　※昼食含む
■対象者　町内外の 30 歳～ 49 歳くらいの独身男女
■イベント内容　スキルアップセミナー（男性）、1 対 1 お話しタイム、
　　　　　　　　ランチタイム、庭園散策

　国の重要文化財に指定されている料亭『的山荘』で昼食を楽しみな
がら出会いを探す、日出町主催（担当：政策推進課）の婚活イベント
を開催します。奮ってご参加ください。
※ 参加するには事前の申し込みが必要です。定員になり次第、受付を

締め切ります。

ランチ婚活 in 的山荘

■申込・問合先　　エクシオ（受託事業者）
 　　☎ 050-5531-9451
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さ
れ
た
地
積
（
登
記
地

積
）
に
よ
り
評
価
し
て
課
税
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
地
籍
調
査
が
完
了
し
た

地
域
で
は
、
特
例
課
税
か
ら
地
籍
調
査

の
成
果
に
よ
る
課
税
（
成
果
課
税
）
に

変
わ
り
ま
す
。

　
地
籍
調
査
が
始
ま
っ
た
（
昭
和
61

年
）
当
時
、
ほ
と
ん
ど
の
土
地
所
有
者

が
地
籍
調
査
前
の
地
積
（
従
来
の
登
記

地
積
）
で
課
税
さ
れ
る
な
か
で
、
地
籍

調
査
の
成
果
に
よ
る
登
記
地
積
で
課
税

さ
れ
る
土
地
所
有
者
の
税
負
担
の
公
平

性
を
考
慮
し
て
、
地
方
税
法
の
固
定
資

産
評
価
基
準
の
例
外
規
定
（
特
例
）
に

基
づ
い
て
、
調
査
結
果
が
従
来
の
登
記

地
積
よ
り
大
き
い
場
合
は
調
査
前
の
地

積
に
よ
り
課
税
、
調
査
結
果
が
従
来
の

登
記
地
積
よ
り
小
さ
い
場
合
は
、
調
査

後
の
地
積
に
よ
り
課
税
す
る
と
い
う
特

例
課
税
を
平
成
29
年
度
ま
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
区
画
整
理
地
域
や
新

し
く
宅
地
分
譲
さ
れ
た
土
地
な
ど
元
々

実
測
に
基
づ
く
登
記
地
積
で
課
税
さ
れ

て
い
る
土
地
所
有
者
と
、
地
籍
調
査
の

特
例
を
受
け
て
お
ら
れ
る
土
地
所
有
者

と
の
課
税
の
違
い
が
不
公
平
で
あ
る
と

い
う
声
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
声
を
も
と

に
、
特
例
課
税
の
影
響
を
調
査
・
分
析

し
た
と
こ
ろ
両
者
の
間
で
、
著
し
い
不

均
衡
が
生
じ
て
お
り
、
早
急
に
解
決
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
地
籍
調
査
完
了
地
で
も
、
土

地
一
筆
ご
と
に
調
査
前
の
地
積
と
調
査

後
の
地
積
の
比
率
が
異
な
る
た
め
、
税

金
の
負
担
に
特
例
課
税
に
よ
る
不
均
衡

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
説
明
会
な
ど
で
納
税
者
の

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
中
で
も
町
が
地
籍
調
査
事
業
の
推

進
方
策
の
一
つ
と
し
て
「
特
例
課
税
を

採
用
し
、
全
域
終
了
ま
で
続
け
る
」
と

関
係
者
に
説
明
を
し
て
き
た
こ
と
は
事

実
で
あ
り
、
当
時
か
ら
の
見
通
し
の
甘

さ
は
反
省
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
特
例
課
税
に
よ
る
不

均
衡
を
、
遠
い
将
来
ま
で
継
続
さ
せ
て

い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
行
ど
お
り
の
取
り
扱
い
を
続
け
る

こ
と
は
税
負
担
の
不
公
平
を
さ
ら
に
拡

大
さ
せ
る
こ
と
か
ら
総
合
的
に
考
慮
し

て
、
平
成
30
年
度
か
ら
国
が
定
め
る
固

定
資
産
評
価
基
準
の
原
則
ど
お
り
、
地

籍
調
査
終
了
後
の
登
記
地
積
に
よ
り
課

税
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
の
で
、

予
め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

※�

地
籍
調
査
完
了
地
で
は
、
土
地
所
有

者
に
と
っ
て
は
、費
用
負
担
が
な
く
、

土
地
の
境
界
や
権
利
関
係
が
明
確
に

な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
で
土
地
の
権

利
関
係
を
明
確
に
す
る
場
合
は
、
測

量
や
登
記
の
手
続
き
な
ど
の
費
用
と

し
て
、
一
筆
あ
た
り
40
～
50
万
円
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
回
に
続
き
、
説
明
会
会
場
で
の
主

な
ご
意
見
・
ご
要
望
、
ご
質
問
に
お
答

え
し
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
説
明
会
に
、
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

■
主
な
意
見
・
要
望

〇�

当
初
の
説
明
ど
お
り
、
町
内
全
部
の

地
籍
調
査
が
終
わ
っ
た
時
点
で
成
果

課
税
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

〇�

実
際
の
面
積
で
税
金
を
払
う
こ
と
は

理
解
で
き
る
が
、地
籍
調
査
が
終
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
が
問
題
。

〇�

地
籍
調
査
の
際
に
、
で
き
る
だ
け
土
地

を
ま
と
め
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

庭
先
の
畑
を
ま
と
め
た
結
果
、
宅
地
で

の
評
価
と
な
っ
た
。

〇�

成
果
課
税
を
導
入
す
る
と
年
間

２
６
０
０
万
円
の
増
税
に
つ
な
が
る
と

い
う
が
、
そ
れ
に
見
合
う
町
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
、
真
剣
に
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

〇�

不
均
衡
に
つ
い
て
は
町
民
に
し
っ
か

り
と
理
解
し
て
も
ら
い
、
徴
収
す
る

べ
き
だ
。差
が
あ
る
の
は
よ
く
な
い
。

〇�

税
務
課
だ
け
で
な
く
、
何
ら
か
の
組

織
を
立
ち
あ
げ
再
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。
　

〇�

税
金
が
増
え
る
こ
と
は
や
む
を
得
な

い
が
、
来
年
度
納
付
書
が
届
い
て
か

ら
初
め
て
税
額
が
わ
か
る
の
で
は
な

く
、
事
前
に
お
知
ら
せ
文
書
を
い
た

だ
け
な
い
か
。

■
主
な
質
問
と
回
答

問
　�

成
果
課
税
を
し
た
い
と
い
う
第
一

の
目
的
は
、
税
収
を
あ
げ
る
た
め

か
？
不
公
平
を
な
く
す
た
め
か
？

答
　
不
公
平
を
な
く
す
た
め
で
す
。

問
　�

不
均
衡
が
あ
る
の
は
わ
か
る
が
、

な
ぜ
、
成
果
課
税
に
移
行
す
る
の

が
今
な
の
か
？

問
　�

急
に
来
年
度
か
ら
と
い
う
の
で
は

な
く
、
何
年
か
先
か
ら
と
い
う
選

択
肢
は
な
い
か
？

答
　�

不
均
衡
が
わ
か
っ
た
時
点
で
是
正

し
て
い
く
こ
と
が
、
よ
い
と
判
断

を
し
ま
し
た
。

問
　�

税
額
が
激
変
す
る
方
が
い
る
だ

ろ
う
が
、
３
年
間
で
徐
々
に
調
整

す
る
な
ど
の
緩
和
策
は
と
れ
な
い

か
。

答
　�

国
に
も
問
い
合
せ
た
が
、
法
令
に

規
定
が
な
い
の
で
、
残
念
な
が
ら

緩
和
策
は
と
れ
ま
せ
ん
。

問
　�

地
籍
調
査
の
測
量
デ
ー
タ
が
正
し

い
こ
と
を
サ
ン
プ
ル
調
査
等
で
確

認
し
て
い
る
の
か
？

答
　�

工
程
ご
と
に
検
査
し
、
最
後
に
町

が
１
㌫
以
上
、
県
が
０
・
５
㌫
以

上
の
割
合
で
検
査
し
、
確
認
し
て

い
ま
す
。

問
　�

地
籍
調
査
が
当
初
の
計
画
よ
り
遅

れ
た
理
由
は
？
終
わ
っ
て
い
な
い

理
由
を
教
え
て
ほ
し
い
。

答
　�

当
初
の
計
画
が
甘
か
っ
た
、
職
員

の
進
行
管
理
も
で
き
て
な
か
っ
た
。

し
か
し
一
番
の
原
因
は
、
境
界
が

決
ま
ら
な
い
と
い
う
部
分
が
大
き

い
で
す
。
筆
界
未
定
地
を
な
る
べ

く
出
さ
な
い
、
境
界
が
明
確
な
土

地
を
多
く
し
た
い
と
い
う
思
い
で

事
業
を
行
い
、
結
果
的
に
遅
れ
て

い
ま
す
。
大
変
反
省
し
て
い
ま
す
。

（
お
わ
り
）

■
固
定
資
産
税
に
関
す
る
問
合
先
　

　
税
務
課
資
産
税
係

☎
73
‐
３
１
２
３

■
地
籍
調
査
に
関
す
る
問
合
先

　
農
林
水
産
課
地
籍
係

☎
73
‐
３
１
５
４

地
籍
調
査
と

　
固
定
資
産
税
（
第
７
回
）
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健　康
子育て

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

～12月の休日当番医～

� 3日�金田耳鼻咽喉科医院�28-0810
�10日�江本眼科� 28-1700�
17日��松本整形外科ｸﾘﾆｯｸ� 73-2775
�23日�日出児玉病院� 72-2724
24日�吉岡内科医院� 73-2787
31日��こうまつ循環器科内科ｸﾘﾆｯｸ� 73-0077

11月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

～11月の休日当番医～

� 3日�こうまつ循環器科内科ｸﾘﾆｯｸ� 73-0077
� 5日�鈴木病院� 73-2131
�12日�ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院� 72-2266
�19日�日出児玉病院� 72-2724
23日�八重眼科医院� 73-1221
26日�江本眼科� 28-1700

交流ひろば HiCaLi の子育て支援室で
託児業務を行っています！

　お買い物や病院、美容室などに行かれる場合や、ひと息つきた
い時などにご利用ください（運営：NPO 法人パワーウェーブ日出）。

■託児時間　９時 30 分から 18 時まで
■利用時間　１回につき３時間まで
■対象児童　満１歳から小学校就学前までの児童
■利用定員　同一時間帯において最大５名
※対象児童の年齢により減少する場合があります。
■利用料金
　町内児童　１時間 400 円（ほっとクーポン利用可）
　町外児童　１時間 500 円
■休業日　月曜日、毎月最終木曜日、年末年始、図書館の休館日
■利用方法　前日までに下記へ利用の予約をしてください
　交流ひろば HiCaLi　子育て支援室　☎ 72-6611

交流ひろばHiCaLi  一時託児室     
☎  72 - 6611

●編み物（エコたわし作成）
　11月17日（金）13時～15時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●整理整頓お片付け　※定員12名
　11月18日（土）10時50分～12時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●シェイプアップに簡単エクササイズ
　11月21日（火）13時30分～14時30分
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●折り紙　クリスマスを飾ろう
　11月28日（火）10時～12時
　参加費100円（託児利用の方は無料）
※いずれも事前の申込が必要です。
【運営】NPO法人パワーウェーブ日出

　離乳食に関する相談や、試食などを行う教室を開催します。
　『どうやって離乳食を始めたらいいの？』『離乳食の進め方が
わからない』という方は、ぜひお子さんと一緒に来られてみま
せんか。前回から引き続きの参加も大歓迎です。申し込み不要
です。

■日時　12 月５日（火）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
※開始の５分前までにお越しください。
※平成 30 年３月６日（火）にも予定しています。
■場所　保健福祉センター　母子保健室
■内容　離乳食に関する講話、試食
■対象　離乳食期（１歳６か月頃まで）の子どもと保護者
※ スプーンは準備していますが、使い慣れたスプーンやエプロ

ンが必要な方はご準備ください。
■申込先・問合先
　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177
※当日連絡される場合は☎ 73-1337 におかけください。

離乳食教室のお知らせ

ボランティアが運営する ほほえみ広場
　ほほえみ広場は、『生きがいと健康づくり』を目的とし、気軽に皆さ
んが集える広場です。介護予防の３Ｂ体操や手芸（工作）などをはじめ、
様々な催しを行っています。ぜひお誘いあわせのうえお越しください。

■開催日　毎月第２・４火曜日、第１～４金曜日
■時間　　13 時 30 分～ 15 時
■場所　　保健福祉センター　交流ひろば
■問合先
　日出町社会福祉協議会　☎ 72-0323さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

●赤ちゃん広場（要申込･200円）
　11/6(月) ･12/4(月)10時30分～
●  ママのお部屋（講師：うさぎっこさん）

（要申込･400円）
　11/9(木) 10時~12時
● 巡回児童館（中央公民館）
　11/13(月) 10時30分~12時
● ちびっこまつり
　11/23(木･祝) 10時~14時
●すくすく☆成長の記録
　11/27(月) 10時~12時
●  親子グループ活動　10時30分～
 0～1歳児 11/8･29 (水)
 2歳児 11/10(金)･30(木)
 3～5歳児 11/7･28 (火)
※ はじめての方も大歓迎です。どなたでも

遊びに来ることができます！

日出町地域子育て支援センター
Ｈ

は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

● 産後deヨガ (産後1年以内ママと赤ちゃん
･要申込･300円･バスタオル持参)

　11/6(月)･15(水) 11時～12時
● 親子リトミック教室 
　(乳幼児･要申込･ボール持参)
　11/7(火)11時～12時
● えいごであそぼ  Peek-a-boo (乳幼児)
　11/8(水)11時～11時30分
● マタニティ・ヨガ (妊娠５カ月以上安定

期の方･要申込･500円)　
　11/13(月) ･27(月) 11時～12時
● たのしい絵本の読み聞かせ (乳幼児)
　11/17(金) 11時15分～11時45分
● 子連れdeヨガ (子育て中ママ･要申込･300

円)　11/20(月)11時～12時
● ひじハピ『わくわく交換会』
 　 (子育て中ママ･要申込･10品以上の交換

品を持参)　
　11/21(火) 10時30分～12時
● WAKUWAKUつみきくらぶ 
　11/22(水) 10時30分～12時
● マタニティハンドメイド
『Aroma Wax Bar』ワークショップ
　講師：AEAJｱﾛﾏｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　信原元梨氏
　 (妊娠中の方･要申込･300円)
　11/29(水) 10時～12時

① 11 月 15 日（水）　10 時～ 12 時
　場所：交流ひろば HiCaLi 多目的室
② 12 月７日（木）10 時～ 12 時
　場所：深見記念館（二の丸館横）
※  12 月７日（木）は認知症疾患医療センター

相談員による講話と相談会を実施します。
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。
　お茶やお菓子を準備しております。費用は無料です。
　毎月第１木曜日、第３水曜日に開催しています。お気軽にお
越しください。

こころの相談会

11 月の相談日

日出町地域子育て支援センター
H

は ぐ

UG くみ

■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センター H

は ぐ

UG くみ　☎ 85-8820

①　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖
だんだん

暖』（※要申込）
　　　11 月６日（月）10 時～ 12 時
　　　相談員：田中秀征氏（大分県発達障がい者支援センター ECOAL）
　　　（協力：つむぐ）　

④　保育コーディネーター相談日
　　　11 月 30 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：高月美穂氏（藤原子ども園主任保育士）

③　助産師相談日
　　　11 月 24 日（金）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：深見育子（助産師）

②　ペアレントメンター相談日
　　　11 月 15 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：松尾典子氏、三砂裕美氏
　　　　　　　（発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）

日出町に住民票がある方に限ります。相談は無料。秘密は厳守
します。完全予約制の個別相談（１時間程度）です。相談日の
２日前までに、お申し込みください。
■日時
　11 月 8 日（水）、12 月 13 日（水）
　９時～ 12 時、13 時～ 16 時
■場所　保健福祉センター
■予約・問合先　福祉対策課　障害福祉係　☎ 73-3126
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健　康
子育て

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

～12月の休日当番医～

� 3日�金田耳鼻咽喉科医院�28-0810
�10日�江本眼科� 28-1700�
17日��松本整形外科ｸﾘﾆｯｸ� 73-2775
�23日�日出児玉病院� 72-2724
24日�吉岡内科医院� 73-2787
31日��こうまつ循環器科内科ｸﾘﾆｯｸ� 73-0077

11月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

～11月の休日当番医～

� 3日�こうまつ循環器科内科ｸﾘﾆｯｸ� 73-0077
� 5日�鈴木病院� 73-2131
�12日�ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院� 72-2266
�19日�日出児玉病院� 72-2724
23日�八重眼科医院� 73-1221
26日�江本眼科� 28-1700

交流ひろば HiCaLi の子育て支援室で
託児業務を行っています！

　お買い物や病院、美容室などに行かれる場合や、ひと息つきた
い時などにご利用ください（運営：NPO 法人パワーウェーブ日出）。

■託児時間　９時 30 分から 18 時まで
■利用時間　１回につき３時間まで
■対象児童　満１歳から小学校就学前までの児童
■利用定員　同一時間帯において最大５名
※対象児童の年齢により減少する場合があります。
■利用料金
　町内児童　１時間 400 円（ほっとクーポン利用可）
　町外児童　１時間 500 円
■休業日　月曜日、毎月最終木曜日、年末年始、図書館の休館日
■利用方法　前日までに下記へ利用の予約をしてください
　交流ひろば HiCaLi　子育て支援室　☎ 72-6611

交流ひろばHiCaLi  一時託児室     
☎  72 - 6611

●編み物（エコたわし作成）
　11月17日（金）13時～15時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●整理整頓お片付け　※定員12名
　11月18日（土）10時50分～12時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●シェイプアップに簡単エクササイズ
　11月21日（火）13時30分～14時30分
　参加費500円（託児利用の方は300円）
●折り紙　クリスマスを飾ろう
　11月28日（火）10時～12時
　参加費100円（託児利用の方は無料）
※いずれも事前の申込が必要です。
【運営】NPO法人パワーウェーブ日出

　離乳食に関する相談や、試食などを行う教室を開催します。
　『どうやって離乳食を始めたらいいの？』『離乳食の進め方が
わからない』という方は、ぜひお子さんと一緒に来られてみま
せんか。前回から引き続きの参加も大歓迎です。申し込み不要
です。

■日時　12 月５日（火）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
※開始の５分前までにお越しください。
※平成 30 年３月６日（火）にも予定しています。
■場所　保健福祉センター　母子保健室
■内容　離乳食に関する講話、試食
■対象　離乳食期（１歳６か月頃まで）の子どもと保護者
※ スプーンは準備していますが、使い慣れたスプーンやエプロ

ンが必要な方はご準備ください。
■申込先・問合先
　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177
※当日連絡される場合は☎ 73-1337 におかけください。

離乳食教室のお知らせ

ボランティアが運営する ほほえみ広場
　ほほえみ広場は、『生きがいと健康づくり』を目的とし、気軽に皆さ
んが集える広場です。介護予防の３Ｂ体操や手芸（工作）などをはじめ、
様々な催しを行っています。ぜひお誘いあわせのうえお越しください。

■開催日　毎月第２・４火曜日、第１～４金曜日
■時間　　13 時 30 分～ 15 時
■場所　　保健福祉センター　交流ひろば
■問合先
　日出町社会福祉協議会　☎ 72-0323さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

●赤ちゃん広場（要申込･200円）
　11/6(月) ･12/4(月)10時30分～
●  ママのお部屋（講師：うさぎっこさん）

（要申込･400円）
　11/9(木) 10時~12時
● 巡回児童館（中央公民館）
　11/13(月) 10時30分~12時
● ちびっこまつり
　11/23(木･祝) 10時~14時
●すくすく☆成長の記録
　11/27(月) 10時~12時
●  親子グループ活動　10時30分～
 0～1歳児 11/8･29 (水)
 2歳児 11/10(金)･30(木)
 3～5歳児 11/7･28 (火)
※ はじめての方も大歓迎です。どなたでも

遊びに来ることができます！

日出町地域子育て支援センター
Ｈ

は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

● 産後deヨガ (産後1年以内ママと赤ちゃん
･要申込･300円･バスタオル持参)

　11/6(月)･15(水) 11時～12時
● 親子リトミック教室 
　(乳幼児･要申込･ボール持参)
　11/7(火)11時～12時
● えいごであそぼ  Peek-a-boo (乳幼児)
　11/8(水)11時～11時30分
● マタニティ・ヨガ (妊娠５カ月以上安定

期の方･要申込･500円)　
　11/13(月) ･27(月) 11時～12時
● たのしい絵本の読み聞かせ (乳幼児)
　11/17(金) 11時15分～11時45分
● 子連れdeヨガ (子育て中ママ･要申込･300

円)　11/20(月)11時～12時
● ひじハピ『わくわく交換会』
 　 (子育て中ママ･要申込･10品以上の交換

品を持参)　
　11/21(火) 10時30分～12時
● WAKUWAKUつみきくらぶ 
　11/22(水) 10時30分～12時
● マタニティハンドメイド
『Aroma Wax Bar』ワークショップ
　講師：AEAJｱﾛﾏｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　信原元梨氏
　 (妊娠中の方･要申込･300円)
　11/29(水) 10時～12時

① 11 月 15 日（水）　10 時～ 12 時
　場所：交流ひろば HiCaLi 多目的室
② 12 月７日（木）10 時～ 12 時
　場所：深見記念館（二の丸館横）
※  12 月７日（木）は認知症疾患医療センター

相談員による講話と相談会を実施します。
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。
　お茶やお菓子を準備しております。費用は無料です。
　毎月第１木曜日、第３水曜日に開催しています。お気軽にお
越しください。

こころの相談会

11 月の相談日

日出町地域子育て支援センター
H

は ぐ

UG くみ

■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センター H

は ぐ

UG くみ　☎ 85-8820

①　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖
だんだん

暖』（※要申込）
　　　11 月６日（月）10 時～ 12 時
　　　相談員：田中秀征氏（大分県発達障がい者支援センター ECOAL）
　　　（協力：つむぐ）　

④　保育コーディネーター相談日
　　　11 月 30 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：高月美穂氏（藤原子ども園主任保育士）

③　助産師相談日
　　　11 月 24 日（金）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：深見育子（助産師）

②　ペアレントメンター相談日
　　　11 月 15 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：松尾典子氏、三砂裕美氏
　　　　　　　（発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）

日出町に住民票がある方に限ります。相談は無料。秘密は厳守
します。完全予約制の個別相談（１時間程度）です。相談日の
２日前までに、お申し込みください。
■日時
　11 月 8 日（水）、12 月 13 日（水）
　９時～ 12 時、13 時～ 16 時
■場所　保健福祉センター
■予約・問合先　福祉対策課　障害福祉係　☎ 73-3126
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保育所・認定こども園、町立幼稚園などの平成 30年度入所申込（新規・継続）の受付を開始します。

施設の区分によって、受付期間や提出場所などが異なりますのでご注意ください。

　認可保育所・認定こども園（２・３号認定）

※認定こども園に、保育所として入所する方はこちらをご覧ください。
［新規入所］
■受付期間：�12 月 1日～ 12月 28日（土日祝除く）
※上記期間以降の申請は、第 2次・3次調整分として、平成 30年 2月末日まで受付けます。
※町外施設への入所を希望される場合は、締切を 12月 8日（金）とします。ご注意ください。
■提出書類　①支給認定申請書（第１号様式）
　　　　　　②保育要件に該当することを証明するもの（就労証明書等）
　　　　　　③両親の平成 29年度市町村民税課税証明書（平成 29年 1月 1日に日出町外に居住していた方のみ）
　　　　　　④戸籍謄本（第 2子以降かつ平成 30年 4月 1日に 2歳以下である児童のみ）
■提出場所　子育て支援課子育て支援係（役場旧館１階）
■備　　考　○保育料を事前に知りたい方は、書類提出時に申し出てください。
　　　　　　○書類様式は、子育て支援課子育て支援係に備え付けています。
［継続入所］　　
■受付期間：12月 1日～ 12月 28日
■提出書類：①支給認定申請書（第１号様式）
　　　　　　②保育要件に該当することを証明するもの（就労証明書等）
　　　　　　※戸籍謄本や課税証明書は不要です。
■提出場所：在園施設（町外施設に在園している方は、子育て支援課子育て支援係）
■備　　考：○書類の不備や、提出期限を過ぎた場合、継続できないことがあります。
　　　　　　○書類は在園している施設から受け取ってください。なお、町外施設に在園している方へは郵送します。

　町内の認可保育・教育施設一覧

№ 種別 施　設　名 所　在　地 電話番号 定　員 備　考
１ 町

立
幼
稚
園

豊岡幼稚園 日出町豊岡 728-2 ☎ 72-4121 105 人 ５歳のみ受入
２ 日出幼稚園 日出町 2674 ☎ 72-4116 70 人 ５歳のみ受入
３ 藤原幼稚園 日出町藤原 5268-1 ☎ 72-5030 35 人 ５歳のみ受入
４ 川崎幼稚園 日出町川崎 1072-1 ☎ 72-5029 70 人 ５歳のみ受入
５ 大神幼稚園 日出町大神 2970-1 ☎ 72-4120 70 人 ５歳のみ受入
６

認
定
こ
ど
も
園

聖武幼稚園 日出町 3898-5 ☎ 72-1500 92 人 ２歳以上受入
７ 日出やまとこども園 日出町 1855-1 ☎ 72-7629 105 人
８ 山茶花こども園 日出町大神 7092-1 ☎ 72-7373 105 人
９ 藤原こども園 日出町藤原 1836-1 ☎ 72-7070 105 人
10 野に咲くこども幼児舎 日出町豊岡 768-1 ☎ 72-2000 105 人 3歳以上受入
11 川崎こども園 日出町川崎 5066-1 ☎ 72-6747 105 人
12 保

育
所

豊岡保育園 日出町豊岡 1169-1 ☎ 72-2000 75 人 3歳未満受入
13 暘谷保育園 日出町 2806-2 ☎ 72-4744 75 人
14 大神保育園 日出町大神 282-2 ☎ 72-0327 90 人
※No.10・11 は、H29.10.1 現在、認可申請中につき、予定として掲載しています。
※No.10 の電話番号はH30.4 に変更される予定です。

認可保育所・認定こども園・町立幼稚園
平成 30年度入所申込の受付を開始します

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先� 子育て支援課　☎ 73-3177
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
� 　　　　（24時間 365 日受付）

●障がい児・者等支援相談
　相談先� �社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　

� ☎ 75-7020

　相談先� 児童発達支援センター『プリンちゃん』
� ☎ 28-0250

●障がい児・者生活支援相談
　相談先� 太陽の家障害者生活支援センター
� ☎ 72-1682（８時～ 17時）

●高齢者総合相談
　相談先� 地域包括支援センター
� （健康増進課内）☎ 73-3115

●こころの相談会
　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）
　場所　　保健福祉センター
　日時　　11月８日（水）
　　　　　12月 13日（水）

　　　　　９時～ 12時、13時～ 16時

　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります

　※相談時間は１時間程度

　※相談日の２日前までに要申込

●わいわい教室
　場所　　保健福祉センター
　日時　　11月 17日（金）10時～
　内容　　『子どもとのかかわり方を
　　　　　　　　　いっしょに学ぼう！』

　　　　　講師：明石二郎さん

　問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

定 期 相 談　 ①

　私立幼稚園・認定こども園（１号認定）

※ 認定こども園に、幼稚園として入所する方はこちらをご覧ください。
※�１号認定の方は、継続入所の手続はありません。
［新規入所］
■対象児童
　平成 24年 4月 2日～平成 27年 4月 1日生まれの児童
■受付期間
　聖武幼稚園　11月 1日～ 12月 28日
　その他の町内施設　12月 1日～ 12月 28日
※�上記期間以降は、第 2次・3次調整分として、平成 30 年 2月末日まで
受付けます。
※町外施設については、直接施設へお問い合わせください。
■提出書類
①支給認定申請書（第１号様式）
②�両親の平成 29 年度市町村民税課税証明書（平成 29 年 1月 1日に日出
町外に居住していた方のみ）
■提出場所　各施設
■備　　考
○�保育料を事前に知りたい方は、子育て支援課子育て支援係までお越しく
ださい。
○�書類様式は、子育て支援課子育て支援係及び町内各施設に備え付けてい
ます。

　町立幼稚園（５歳児のみ入所可）

［新規入所］
■対象児童
　平成 24年 4月 2日～平成 25年 4月 1日生まれの児童
■受付期間　11月 1日～ 12月 28日（土日祝除く）
※上記期間以降は、定員に余裕がある場合に限り、随時受け付けます。

■提出書類
①支給認定申請書（第１号様式）
②公立幼稚園入園申込書
③日出町立幼稚園幼児調書
④�両親の平成 29 年度市町村民税課税証明書（平成 29 年 1月 1日に日出
町外に居住していた方のみ）
■提出場所　各幼稚園
■備　　考
○�保育料を事前に知りたい方は、子育て支援課子育て支援係までお越しく
ださい。
○書類様式は、各幼稚園に備え付けています。

　入所に関する問合先

■保育所・認定こども園（２・３号認定）
⇒子育て支援課　子育て支援係　☎�73-3177

■私立幼稚園・認定こども園（１号認定）
　　　　　　　　　　　　　⇒各施設へ直接お問い合わせください。
■町立幼稚園　　⇒教育総務課　☎�73-3157（または各幼稚園）
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保育所・認定こども園、町立幼稚園などの平成 30年度入所申込（新規・継続）の受付を開始します。

施設の区分によって、受付期間や提出場所などが異なりますのでご注意ください。

　認可保育所・認定こども園（２・３号認定）

※認定こども園に、保育所として入所する方はこちらをご覧ください。
［新規入所］
■受付期間：�12 月 1日～ 12月 28日（土日祝除く）
※上記期間以降の申請は、第 2次・3次調整分として、平成 30年 2月末日まで受付けます。
※町外施設への入所を希望される場合は、締切を 12月 8日（金）とします。ご注意ください。
■提出書類　①支給認定申請書（第１号様式）
　　　　　　②保育要件に該当することを証明するもの（就労証明書等）
　　　　　　③両親の平成 29年度市町村民税課税証明書（平成 29年 1月 1日に日出町外に居住していた方のみ）
　　　　　　④戸籍謄本（第 2子以降かつ平成 30年 4月 1日に 2歳以下である児童のみ）
■提出場所　子育て支援課子育て支援係（役場旧館１階）
■備　　考　○保育料を事前に知りたい方は、書類提出時に申し出てください。
　　　　　　○書類様式は、子育て支援課子育て支援係に備え付けています。
［継続入所］　　
■受付期間：12月 1日～ 12月 28日
■提出書類：①支給認定申請書（第１号様式）
　　　　　　②保育要件に該当することを証明するもの（就労証明書等）
　　　　　　※戸籍謄本や課税証明書は不要です。
■提出場所：在園施設（町外施設に在園している方は、子育て支援課子育て支援係）
■備　　考：○書類の不備や、提出期限を過ぎた場合、継続できないことがあります。
　　　　　　○書類は在園している施設から受け取ってください。なお、町外施設に在園している方へは郵送します。

　町内の認可保育・教育施設一覧

№ 種別 施　設　名 所　在　地 電話番号 定　員 備　考
１ 町

立
幼
稚
園

豊岡幼稚園 日出町豊岡 728-2 ☎ 72-4121 105 人 ５歳のみ受入
２ 日出幼稚園 日出町 2674 ☎ 72-4116 70 人 ５歳のみ受入
３ 藤原幼稚園 日出町藤原 5268-1 ☎ 72-5030 35 人 ５歳のみ受入
４ 川崎幼稚園 日出町川崎 1072-1 ☎ 72-5029 70 人 ５歳のみ受入
５ 大神幼稚園 日出町大神 2970-1 ☎ 72-4120 70 人 ５歳のみ受入
６

認
定
こ
ど
も
園

聖武幼稚園 日出町 3898-5 ☎ 72-1500 92 人 ２歳以上受入
７ 日出やまとこども園 日出町 1855-1 ☎ 72-7629 105 人
８ 山茶花こども園 日出町大神 7092-1 ☎ 72-7373 105 人
９ 藤原こども園 日出町藤原 1836-1 ☎ 72-7070 105 人
10 野に咲くこども幼児舎 日出町豊岡 768-1 ☎ 72-2000 105 人 3歳以上受入
11 川崎こども園 日出町川崎 5066-1 ☎ 72-6747 105 人
12 保

育
所

豊岡保育園 日出町豊岡 1169-1 ☎ 72-2000 75 人 3歳未満受入
13 暘谷保育園 日出町 2806-2 ☎ 72-4744 75 人
14 大神保育園 日出町大神 282-2 ☎ 72-0327 90 人
※No.10・11 は、H29.10.1 現在、認可申請中につき、予定として掲載しています。
※No.10 の電話番号はH30.4 に変更される予定です。

認可保育所・認定こども園・町立幼稚園
平成 30年度入所申込の受付を開始します

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先� 子育て支援課　☎ 73-3177
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
� 　　　　（24時間 365 日受付）

●障がい児・者等支援相談
　相談先� �社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　

� ☎ 75-7020

　相談先� 児童発達支援センター『プリンちゃん』
� ☎ 28-0250

●障がい児・者生活支援相談
　相談先� 太陽の家障害者生活支援センター
� ☎ 72-1682（８時～ 17時）

●高齢者総合相談
　相談先� 地域包括支援センター
� （健康増進課内）☎ 73-3115

●こころの相談会
　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）
　場所　　保健福祉センター
　日時　　11月８日（水）
　　　　　12月 13日（水）

　　　　　９時～ 12時、13時～ 16時

　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります

　※相談時間は１時間程度

　※相談日の２日前までに要申込

●わいわい教室
　場所　　保健福祉センター
　日時　　11月 17日（金）10時～
　内容　　『子どもとのかかわり方を
　　　　　　　　　いっしょに学ぼう！』

　　　　　講師：明石二郎さん

　問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

定 期 相 談　 ①

　私立幼稚園・認定こども園（１号認定）

※ 認定こども園に、幼稚園として入所する方はこちらをご覧ください。
※�１号認定の方は、継続入所の手続はありません。
［新規入所］
■対象児童
　平成 24年 4月 2日～平成 27年 4月 1日生まれの児童
■受付期間
　聖武幼稚園　11月 1日～ 12月 28日
　その他の町内施設　12月 1日～ 12月 28日
※�上記期間以降は、第 2次・3次調整分として、平成 30 年 2月末日まで
受付けます。
※町外施設については、直接施設へお問い合わせください。
■提出書類
①支給認定申請書（第１号様式）
②�両親の平成 29 年度市町村民税課税証明書（平成 29 年 1月 1日に日出
町外に居住していた方のみ）
■提出場所　各施設
■備　　考
○�保育料を事前に知りたい方は、子育て支援課子育て支援係までお越しく
ださい。
○�書類様式は、子育て支援課子育て支援係及び町内各施設に備え付けてい
ます。

　町立幼稚園（５歳児のみ入所可）

［新規入所］
■対象児童
　平成 24年 4月 2日～平成 25年 4月 1日生まれの児童
■受付期間　11月 1日～ 12月 28日（土日祝除く）
※上記期間以降は、定員に余裕がある場合に限り、随時受け付けます。

■提出書類
①支給認定申請書（第１号様式）
②公立幼稚園入園申込書
③日出町立幼稚園幼児調書
④�両親の平成 29 年度市町村民税課税証明書（平成 29 年 1月 1日に日出
町外に居住していた方のみ）
■提出場所　各幼稚園
■備　　考
○�保育料を事前に知りたい方は、子育て支援課子育て支援係までお越しく
ださい。
○書類様式は、各幼稚園に備え付けています。

　入所に関する問合先

■保育所・認定こども園（２・３号認定）
⇒子育て支援課　子育て支援係　☎�73-3177

■私立幼稚園・認定こども園（１号認定）
　　　　　　　　　　　　　⇒各施設へ直接お問い合わせください。
■町立幼稚園　　⇒教育総務課　☎�73-3157（または各幼稚園）
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ひかえめ塩分じっこうしよう！
～すぐに実行できる、食塩摂取量を１ｇ節塩する方法～

『だしのおいしさと具の旨みで、味噌汁の味噌を節約する！』の巻
　だしの材料として、いりこ・昆布・かつお節・干し椎茸などを上手に使うことでだしのおいしさを利用し、ま

た、具をたくさん使うことで具のおいしさも加わり、味噌を節約してもおいしいお味噌汁ができあがります。

◎ 1.1％塩分濃度（一般的な味噌汁濃度）で 150cc の味噌汁の食塩相当量：1.7g
　　↓
◎ 0.8％塩分濃度（国の目標濃度）で 150cc の味噌汁の食塩相当量：1.2g（マイナス 0.5g）

≪ 0.8％塩分濃度の味噌汁の材料（１人分）≫

だしの材料 水の量 具材の量 味噌の量

いりこ５g 160cc 70g 以上 小さじ２弱（約 11g）

※日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）」より算出

※味噌に含まれる食塩相当量によって、味噌の量は異なります。

危機管理室からのお知らせ

防災無線電話確認ダイヤル
防災無線を聞きのがした際に、

電話にて内容を確認することができます。
（フリーダイヤル）

0120-673-010
　　　　　（むなさわぎにおうとう）

　11 月 14 日（火）にＪアラート『全国一斉情報伝
達訓練』を行います。有事の際、情報の伝達がスムー
ズに行われるために、以下のとおりサイレンの吹鳴
を行います。皆さまのご理解とご協力をお願いいた
します。
■日時　11 月 14 日（火）11 時頃
■場所　町内の防災行政無線設置場所（33 か所）

Ｊアラート『全国一斉情報伝達訓練』

■問合先　総務課危機管理室　☎ 73-3150

　Ｊアラート（全国瞬時警
報システム）とは、弾道ミ
サイル情報、津波警報、緊
急地震速報など、対処に時
間的余裕のない事態に関す
る情報を国から送信し、日
出町の防災行政無線などを
自動起動することにより、
国から住民まで緊急情報を
瞬時に伝達するシステムの
ことです。

Ｊアラートについて

県民安全・安心メール
気象警報や地震発生情報をメールで連絡します。

≪登録方法≫
　e@bousai-oita.jp へ空メールを送信してください。

定 期 相 談　 ② 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■ 11月の休館日
　６（月）・13（月）・20（月）・27（月）・30（木）

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
　○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　　日時：　11 月 11 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　　対象：　乳幼児～小学生
　○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　　日時：　11 月 25 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　　対象：　乳幼児

■図書館見学ツアー
　11 月 18 日（土）　13 時 30 分～（事前にお申し込みください）

『 給食のおばさん、ブータンへ行く！』
平澤  さえ子：著　　飛鳥新社：刊

　学校給食ひと筋 30年、定年間近の著者が人生の
新天地に選んだのは、なんとブータンでした。次々
起こるトラブルをものともせず、ブータンの田舎
町で、クッキングクラスを通して子どもたちを笑
顔にします。年齢なんて関係ない、勇気とほっこ
りした気持ちをくれる前向きエッセイです。

『君たちはどう生きるか』（新装版）
吉野  源三郎：著　　マガジンハウス：刊

　80 年も前に書かれ、“ 子どもたちに向けた哲学
書であり、道徳の書 ” として、時代を超えて読み
継がれてきました。貧困、いじめ、勇気、学問・・・
と、今も昔も変わらないテーマに向き合う 15歳の
主人公コペル君と叔父さんの話は、戦前という時
代背景を超え、今の私たちにも人間としてどう生
きるべきかを語りかけてきます。

『命を守る水害読本』
命を守る水害読本編集委員会：編
毎日新聞出版：刊

　近年水害が多発していますが、水害に対しハー
ド面だけでなく、ソフト面での対策の普及も課題
となっています。本書では、水害で直面する “ は
じめての避難 ” に役立つ情報を提供しています。
逃げ遅れを防ぐための災害心理学、避難の方法や
気象の基礎知識、減災への取り組みも掲載。地域
や職場ではじめての防災に取り組む様々な立場の
方へもお薦めです。

●行政相談
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　日時� 11 月７日（火）10時～ 15時
　� 12 月５日（火）10時～ 15時
　問合先� 総務課　☎ 73-3150
●心配ごと相談
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� 11 月 14 日（火）10時～ 15時
　� 12 月 12 日（火）10時～ 15時
　問合先� 福祉対策課　☎ 73-3121
●消費生活相談
　場所� 商工観光課（役場旧館２階）
　日時� 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30分～ 17時
　※�専門相談員の在席は、月・木曜日（休
庁日の場合は翌開庁日）の９時 30分
～ 16時 30分

　問合先� 商工観光課　☎ 73-3158
●なんでも相談（金曜日を除く平日）
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　問合先� なんでも相談室　☎ 73-3118
●無料人権相談所
　相談先� 大分地方法務局杵築支局
� ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時� 第２火曜日（保健福祉センター）
� 第４火曜日（役場 333 会議室）
� ※祝日の場合は休み
� 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用� 30 分につき 5,400 円
� ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
� � 　☎ 097-536-1458
●行政書士無料相談会
　（第２金曜日・申込不要）
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� 11 月 10 日（金）13時～ 16時
　� 12 月８日（金）13時～ 16時
　問合先� 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-0975（阿部）
●公証人による無料相談会
　（第 1水曜日・要申込）
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� 12 月６日（水）15時 30分～ 17時
　� ※ 1月はお休みします。
　問合先� 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888

☆『わらべうた』講習会
　日　時：　11 月 14 日（火）　10 時～ 11 時 30 分
　テーマ：　『はじめよう　わらべうた』
　講　師：　藤原浩子さん（松本記念児童図書館）
　場　所：　町立図書館
※ 準備の都合がありますので、図書館まで事前にお申し込みくだ

さい。
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ひかえめ塩分じっこうしよう！
～すぐに実行できる、食塩摂取量を１ｇ節塩する方法～

『だしのおいしさと具の旨みで、味噌汁の味噌を節約する！』の巻
　だしの材料として、いりこ・昆布・かつお節・干し椎茸などを上手に使うことでだしのおいしさを利用し、ま

た、具をたくさん使うことで具のおいしさも加わり、味噌を節約してもおいしいお味噌汁ができあがります。

◎ 1.1％塩分濃度（一般的な味噌汁濃度）で 150cc の味噌汁の食塩相当量：1.7g
　　↓
◎ 0.8％塩分濃度（国の目標濃度）で 150cc の味噌汁の食塩相当量：1.2g（マイナス 0.5g）

≪ 0.8％塩分濃度の味噌汁の材料（１人分）≫

だしの材料 水の量 具材の量 味噌の量

いりこ５g 160cc 70g 以上 小さじ２弱（約 11g）

※日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）」より算出

※味噌に含まれる食塩相当量によって、味噌の量は異なります。

危機管理室からのお知らせ

防災無線電話確認ダイヤル
防災無線を聞きのがした際に、

電話にて内容を確認することができます。
（フリーダイヤル）

0120-673-010
　　　　　（むなさわぎにおうとう）

　11 月 14 日（火）にＪアラート『全国一斉情報伝
達訓練』を行います。有事の際、情報の伝達がスムー
ズに行われるために、以下のとおりサイレンの吹鳴
を行います。皆さまのご理解とご協力をお願いいた
します。
■日時　11 月 14 日（火）11 時頃
■場所　町内の防災行政無線設置場所（33 か所）

Ｊアラート『全国一斉情報伝達訓練』

■問合先　総務課危機管理室　☎ 73-3150

　Ｊアラート（全国瞬時警
報システム）とは、弾道ミ
サイル情報、津波警報、緊
急地震速報など、対処に時
間的余裕のない事態に関す
る情報を国から送信し、日
出町の防災行政無線などを
自動起動することにより、
国から住民まで緊急情報を
瞬時に伝達するシステムの
ことです。

Ｊアラートについて

県民安全・安心メール
気象警報や地震発生情報をメールで連絡します。

≪登録方法≫
　e@bousai-oita.jp へ空メールを送信してください。

定 期 相 談　 ② 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■ 11月の休館日
　６（月）・13（月）・20（月）・27（月）・30（木）

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
　○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　　日時：　11 月 11 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　　対象：　乳幼児～小学生
　○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　　日時：　11 月 25 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　　対象：　乳幼児

■図書館見学ツアー
　11 月 18 日（土）　13 時 30 分～（事前にお申し込みください）

『 給食のおばさん、ブータンへ行く！』
平澤  さえ子：著　　飛鳥新社：刊

　学校給食ひと筋 30年、定年間近の著者が人生の
新天地に選んだのは、なんとブータンでした。次々
起こるトラブルをものともせず、ブータンの田舎
町で、クッキングクラスを通して子どもたちを笑
顔にします。年齢なんて関係ない、勇気とほっこ
りした気持ちをくれる前向きエッセイです。

『君たちはどう生きるか』（新装版）
吉野  源三郎：著　　マガジンハウス：刊

　80 年も前に書かれ、“ 子どもたちに向けた哲学
書であり、道徳の書 ” として、時代を超えて読み
継がれてきました。貧困、いじめ、勇気、学問・・・
と、今も昔も変わらないテーマに向き合う 15歳の
主人公コペル君と叔父さんの話は、戦前という時
代背景を超え、今の私たちにも人間としてどう生
きるべきかを語りかけてきます。

『命を守る水害読本』
命を守る水害読本編集委員会：編
毎日新聞出版：刊

　近年水害が多発していますが、水害に対しハー
ド面だけでなく、ソフト面での対策の普及も課題
となっています。本書では、水害で直面する “ は
じめての避難 ” に役立つ情報を提供しています。
逃げ遅れを防ぐための災害心理学、避難の方法や
気象の基礎知識、減災への取り組みも掲載。地域
や職場ではじめての防災に取り組む様々な立場の
方へもお薦めです。

●行政相談
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　日時� 11 月７日（火）10時～ 15時
　� 12 月５日（火）10時～ 15時
　問合先� 総務課　☎ 73-3150
●心配ごと相談
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� 11 月 14 日（火）10時～ 15時
　� 12 月 12 日（火）10時～ 15時
　問合先� 福祉対策課　☎ 73-3121
●消費生活相談
　場所� 商工観光課（役場旧館２階）
　日時� 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30分～ 17時
　※�専門相談員の在席は、月・木曜日（休
庁日の場合は翌開庁日）の９時 30分
～ 16時 30分

　問合先� 商工観光課　☎ 73-3158
●なんでも相談（金曜日を除く平日）
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　問合先� なんでも相談室　☎ 73-3118
●無料人権相談所
　相談先� 大分地方法務局杵築支局
� ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時� 第２火曜日（保健福祉センター）
� 第４火曜日（役場 333 会議室）
� ※祝日の場合は休み
� 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用� 30 分につき 5,400 円
� ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
� � 　☎ 097-536-1458
●行政書士無料相談会
　（第２金曜日・申込不要）
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� 11 月 10 日（金）13時～ 16時
　� 12 月８日（金）13時～ 16時
　問合先� 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-0975（阿部）
●公証人による無料相談会
　（第 1水曜日・要申込）
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� 12 月６日（水）15時 30分～ 17時
　� ※ 1月はお休みします。
　問合先� 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888

☆『わらべうた』講習会
　日　時：　11 月 14 日（火）　10 時～ 11 時 30 分
　テーマ：　『はじめよう　わらべうた』
　講　師：　藤原浩子さん（松本記念児童図書館）
　場　所：　町立図書館
※ 準備の都合がありますので、図書館まで事前にお申し込みくだ

さい。
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今
年
は
雨
の
多
い
10
月
に
な
り

ま
し
た
。
農
家
の
方
は
、
稲
刈
り

が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
が
８
月
に
発
表
し

た
『
平
成
29
年
産
水
稲
の
８
月
15

日
現
在
に
お
け
る
作
柄
概
況
』
で

は
、
大
分
県
は
『
平
年
並
み
』
と

な
っ
て
い
た
の
で
、
稲
の
生
育
は

順
調
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
天

気
が
早
く
回
復
す
る
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。

カ
ボ
チ
ャ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

　
日
出
町
は
、
カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培

面
積
、
生
産
量
と
も
に
大
分
県
一

で
す
。
生
産
者
の
栽
培
技
術
も
高

い
こ
と
か
ら
、
日
出
町
の
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
品
に
す
る
べ
く
、
高
品

質
・
高
糖
度
の
カ
ボ
チ
ャ
の
生
産

に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
甘
み
を
高
め
る
た
め

の
試
験
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

通
常
の
カ
ボ
チ
ャ
は
、
糖
度
が
12

度
程
度
で
す
が
、
試
験
栽
培
で
は

20
度
を
目
標
に
し
、
一
株
一
玉
で

栽
培
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
も
の

の
糖
度
を
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
20

度
以
上
が
30
㌫
あ
り
、
中
に
は
22

度
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
後
日
、
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
の
話
を

知
っ
た
日
出
総
合
高
校
が
、
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
の
協
力
を
申
し
出
て
く

れ
ま
し
た
。
日
出
総
合
高
校
は
、

総
合
選
択
制
を
生
か
し
た
学
科
間

連
携
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
校
内

３
学
科
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
て
、
総
合
的
に
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
町
お
よ
び
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
が

日
出
総
合
高
校
へ
、
試
験
栽
培
で

収
穫
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
贈
呈
し
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
を
使
っ
て
、
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
、
バ
バ
ロ
ア
、
ジ
ャ
ム
、

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
そ
し
て
コ

ロ
ッ
ケ
を
試
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

先
日
、
日
出
総
合
高
校
の
生
徒
さ

ん
た
ち
が
、
製
作
し
た
も
の
を

持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
試
食
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ボ

チ
ャ
が
高
糖
度
で
濃
厚
な
た
め
、

そ
の
特
徴
を
う
ま
く
使
う
こ
と
に

苦
心
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
は
溶

け
に
く
く
す
る
た
め
に
和
菓
子
屋

さ
ん
に
知
恵
を
も
ら
う
な
ど
し
た

よ
う
で
す
。
試
作
品
は
ど
れ
も
工

夫
を
凝
ら
し
た
も
の
ば
か
り
で
、

味
も
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
が
、

生
徒
さ
ん
の
話
で
は
、
ま
だ
改
良

の
余
地
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
取
り
組
み
１
年
目
に
し
て
頼
も

し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
が
現
れ
て
く
れ

て
こ
れ
か
ら
先
が
楽
し
み
で
す
。

糸
ヶ
浜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て

　
去
る
８
月
30
日
、
大
神
地
区
の

糸
ヶ
浜
海
浜
公
園
内
に
町
営
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
平

成
27
年
５
月
に
着
工
後
、
２
年
４

カ
月
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た

も
の
で
あ
り
、
県
下
で
は
８
カ
所

目
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
な
り
ま

す
。

　
建
設
に
際
し
て
は
、
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
施
工
に
つ
い
て
は
、
土
木
、
建

築
、
水
道
関
係
の
企
業
の
皆
さ
ま

に
、
そ
し
て
造
成
や
張
芝
に
つ
い

て
は
、
日
出
町
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
有
志
の
皆
さ
ま
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ー
ス
設
計
か
ら
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
指
導
者
の
方
に

丁
寧
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
全
体
面
積
は
、
１
万
１
８
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
18
ホ
ー
ル
の

う
ち
Ａ
コ
ー
ス
は
、
全
長
４
１
９

ｍ
の
パ
ー
33
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
、
全

長
４
４
７
ｍ
の
パ
ー
33
と
な
っ
て

い
て
、
海
岸
沿
い
で
別
府
湾
の
眺

望
が
す
ば
ら
し
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
す
。
Ｂ
コ
ー
ス
の
途
中
に
は
、

休
憩
棟
が
あ
り
、
ト
イ
レ
、
水
飲

み
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
か
ら
約
１
カ
月
半
経

過
し
た
時
点
で
の
利
用
者
数
は
、

１
０
８
８
名
で
あ
り
、
一
日
あ
た

り
で
は
約
28
名
と
ま
ず
ま
ず
の
出

足
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
糸
ヶ
浜
海
浜
公
園
は
、
こ
れ
ま

で
野
球
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
そ
し
て
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

や
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
砂

浜
な
ど
が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
。さ
ら
に
昨
年
は
、サ
ッ

プ
の
体
験
が
で
き
る
サ
ッ
プ
テ
ラ

ス
や
食
事
が
楽
し
め
る
砂
浜
食
堂

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
周
辺
の
観
光
施
設

は
、『
ア
ー
ト
・
花
・
ラ
ン
チ
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
『
大
神
海
岸

線
』
め
ぐ
り
を
楽
し
め
る
地
域
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
観
光
ま
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
地
域
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
今
回
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
町
内
は
も
と

よ
り
県
外
か
ら
の
利
用
客
も
想
定

さ
れ
、
観
光
と
の
相
乗
効
果
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町長室から
日出町長　本田 博文 第８回

る
な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
売
り
買

い
さ
れ
て
高
齢
者
世
帯
へ
の
詐
欺
や
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
等
に
悪
用
さ
れ
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。

☆
本
人
通
知
制
度
と
は
？

　
住
民
票
の
写
し
（
戸
籍
の
表
示
が
あ

る
も
の
）
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を
、
本

人
の
代
理
人
や
第
三
者
（
本
人
や
家
族

以
外
の
者
）
に
交
付
し
た
場
合
、
登
録

し
た
方
に
対
し
、
そ
の
交
付
し
た
事
実

（
交
付
し
た
年
月
日
・
書
類
・
枚
数
・

代
理
人
か
第
三
者
か
な
ど
）
を
通
知
す

る
も
の
で
す
。

　
日
出
町
で
は
、
戸
籍
や
住
民
票
の
不

正
取
得
の
早
期
発
見
と
個
人
の
権
利
侵

害
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
平
成
24
年

か
ら
『
本
人
通
知
制
度
』
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

☆
登
録
の
方
法
は
？

　
事
前
登
録
制
（
無
料
）
に
な
っ
て
い

ま
す
。
役
場
の
住
民
課
に
登
録
の
申
請

書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
員
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
は
、
本
人
確
認

書
類
（
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
顔
写
真
付
き

の
も
の
）
が
必
要
で
す
。
顔
写
真
が
な

い
場
合
は
、
健
康
保
険
証
や
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
後
期
高
齢
者
証
、
年
金

手
帳
な
ど
２
つ
が
必
要
で
す
。

☆
制
度
を
利
用
す
る
目
的
は
？

　
自
分
自
身
や
家
族
の
情
報
の
不
正
取

得
を
早
期
に
発
見
で
き
る
だ
け
で
は
な

く
、
多
く
の
人
が
登
録
す
る
こ
と
で
、

不
正
行
為
が
発
覚
す
る
可
能
性
が
高
ま

る
こ
と
か
ら
、
不
正
に
取
得
し
よ
う
と

す
る
者
を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

　
結
婚
や
就
職
の
際
の
『
身
元
調
査
』

な
ど
の
行
為
が
、
他
者
の
人
権
を
侵
害

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

私
た
ち
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
個
人
情
報
の
不
正
取
得
は
私
た
ち
の

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

　
人
権
侵
害
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
た

め
に
『
本
人
通
知
制
度
』
に
事
前
登
録

し
ま
し
ょ
う
。

住
民
課
　
　

生
涯
学
習
課

こ
こ
ろ
の
ま
ど

自
分
の
個
人
情
報
が
、

　
　
　勝
手
に
利
用
さ
れ
な
い
た
め
に

「
な
ぜ
、
わ
た
し
の
戸
籍
を
持
っ
て
い

る
の
？
」

「
い
つ
、
ぼ
く
の
住
民
票
を
取
っ
た
の

だ
ろ
う
？
」

　
戸
籍
や
住
民
票
に
は
、
本
人
や
家
族

の
個
人
情
報
（
年
齢
、
現
住
所
、
本
籍

地
、
家
族
構
成
な
ど
）
が
多
数
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
に
は
プ
ラ
イ
ム
総
合
法
律

事
務
所
の
司
法
書
士
ら
に
よ
る
大
量
の

戸
籍
謄
本
等
不
正
取
得
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
に
も
調
査
会
社
な
ど
が
不

正
に
個
人
の
情
報
を
取
得
す
る
事
件
が

各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
不
正
に
取
得
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
戸
籍

謄
本
な
ど
は
、
個
人
情
報
と
し
て
差
別

に
つ
な
が
る
『
身
元
調
査
』
に
使
わ
れ

あ
な
た
も
事
前
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

『
本
人
通
知
制
度
』

　
豊
岡
法
花
寺
区
（
畑
中
和
洋
区
長
）

と
大
神
北
大
神
区
（
帯
刀
忠
勝
区
長
）

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
防
災
倉
庫
や
防
災
資
機
材
を
購
入

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益
金
を

財
源
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
充
実
・
強
化
を
目
的
に
、（
一
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
社

会
貢
献
広
報
事
業
で
す
。

　
２
つ
の
区
と
も
、
区
民
へ
の
お
披
露

目
を
行
い
、
今
回
整
備
し
た
防
災
資
機

材
な
ど
を
利
用
し
て
地
域
の
防
災
力
の

高
め
る
た
め
の
訓
練
等
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

自
治
区
が
防
災
資
機
材
な
ど
を
購
入

防災倉庫や防災資機材
（北大神区）

防災機材
（法花寺区）
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今
年
は
雨
の
多
い
10
月
に
な
り

ま
し
た
。
農
家
の
方
は
、
稲
刈
り

が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
が
８
月
に
発
表
し

た
『
平
成
29
年
産
水
稲
の
８
月
15

日
現
在
に
お
け
る
作
柄
概
況
』
で

は
、
大
分
県
は
『
平
年
並
み
』
と

な
っ
て
い
た
の
で
、
稲
の
生
育
は

順
調
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と
思
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れ
ま
す
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天

気
が
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こ
と
を
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る
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す
。

カ
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の
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日
出
町
は
、
カ
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の
栽
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積
、
生
産
量
と
も
に
大
分
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で
す
。
生
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の
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い
こ
と
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日
出
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の
新
た
な
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に
す
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べ
く
、
高
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高
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度
の
カ
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チ
ャ
の
生
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に
取
り
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こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
甘
み
を
高
め
る
た
め

の
試
験
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

通
常
の
カ
ボ
チ
ャ
は
、
糖
度
が
12

度
程
度
で
す
が
、
試
験
栽
培
で
は

20
度
を
目
標
に
し
、
一
株
一
玉
で

栽
培
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
も
の

の
糖
度
を
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
20

度
以
上
が
30
㌫
あ
り
、
中
に
は
22

度
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
後
日
、
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
の
話
を

知
っ
た
日
出
総
合
高
校
が
、
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
の
協
力
を
申
し
出
て
く

れ
ま
し
た
。
日
出
総
合
高
校
は
、

総
合
選
択
制
を
生
か
し
た
学
科
間

連
携
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
校
内

３
学
科
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
て
、
総
合
的
に
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
町
お
よ
び
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
が

日
出
総
合
高
校
へ
、
試
験
栽
培
で

収
穫
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
贈
呈
し
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
を
使
っ
て
、
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
、
バ
バ
ロ
ア
、
ジ
ャ
ム
、

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
そ
し
て
コ

ロ
ッ
ケ
を
試
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

先
日
、
日
出
総
合
高
校
の
生
徒
さ

ん
た
ち
が
、
製
作
し
た
も
の
を

持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
試
食
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ボ

チ
ャ
が
高
糖
度
で
濃
厚
な
た
め
、

そ
の
特
徴
を
う
ま
く
使
う
こ
と
に

苦
心
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
は
溶

け
に
く
く
す
る
た
め
に
和
菓
子
屋

さ
ん
に
知
恵
を
も
ら
う
な
ど
し
た

よ
う
で
す
。
試
作
品
は
ど
れ
も
工

夫
を
凝
ら
し
た
も
の
ば
か
り
で
、

味
も
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
が
、

生
徒
さ
ん
の
話
で
は
、
ま
だ
改
良

の
余
地
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
取
り
組
み
１
年
目
に
し
て
頼
も

し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
が
現
れ
て
く
れ

て
こ
れ
か
ら
先
が
楽
し
み
で
す
。

糸
ヶ
浜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て

　
去
る
８
月
30
日
、
大
神
地
区
の

糸
ヶ
浜
海
浜
公
園
内
に
町
営
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
平

成
27
年
５
月
に
着
工
後
、
２
年
４

カ
月
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た

も
の
で
あ
り
、
県
下
で
は
８
カ
所

目
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
な
り
ま

す
。

　
建
設
に
際
し
て
は
、
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
施
工
に
つ
い
て
は
、
土
木
、
建

築
、
水
道
関
係
の
企
業
の
皆
さ
ま

に
、
そ
し
て
造
成
や
張
芝
に
つ
い

て
は
、
日
出
町
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
有
志
の
皆
さ
ま
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ー
ス
設
計
か
ら
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
指
導
者
の
方
に

丁
寧
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
全
体
面
積
は
、
１
万
１
８
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
18
ホ
ー
ル
の

う
ち
Ａ
コ
ー
ス
は
、
全
長
４
１
９

ｍ
の
パ
ー
33
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
、
全

長
４
４
７
ｍ
の
パ
ー
33
と
な
っ
て

い
て
、
海
岸
沿
い
で
別
府
湾
の
眺

望
が
す
ば
ら
し
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
す
。
Ｂ
コ
ー
ス
の
途
中
に
は
、

休
憩
棟
が
あ
り
、
ト
イ
レ
、
水
飲

み
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
か
ら
約
１
カ
月
半
経

過
し
た
時
点
で
の
利
用
者
数
は
、

１
０
８
８
名
で
あ
り
、
一
日
あ
た

り
で
は
約
28
名
と
ま
ず
ま
ず
の
出

足
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
糸
ヶ
浜
海
浜
公
園
は
、
こ
れ
ま

で
野
球
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
そ
し
て
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

や
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
砂

浜
な
ど
が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
。さ
ら
に
昨
年
は
、サ
ッ

プ
の
体
験
が
で
き
る
サ
ッ
プ
テ
ラ

ス
や
食
事
が
楽
し
め
る
砂
浜
食
堂

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
周
辺
の
観
光
施
設

は
、『
ア
ー
ト
・
花
・
ラ
ン
チ
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
『
大
神
海
岸

線
』
め
ぐ
り
を
楽
し
め
る
地
域
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
観
光
ま
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
地
域
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
今
回
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
町
内
は
も
と

よ
り
県
外
か
ら
の
利
用
客
も
想
定

さ
れ
、
観
光
と
の
相
乗
効
果
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町長室から
日出町長　本田 博文 第８回

る
な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
売
り
買

い
さ
れ
て
高
齢
者
世
帯
へ
の
詐
欺
や
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
等
に
悪
用
さ
れ
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。

☆
本
人
通
知
制
度
と
は
？

　
住
民
票
の
写
し
（
戸
籍
の
表
示
が
あ

る
も
の
）
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を
、
本

人
の
代
理
人
や
第
三
者
（
本
人
や
家
族

以
外
の
者
）
に
交
付
し
た
場
合
、
登
録

し
た
方
に
対
し
、
そ
の
交
付
し
た
事
実

（
交
付
し
た
年
月
日
・
書
類
・
枚
数
・

代
理
人
か
第
三
者
か
な
ど
）
を
通
知
す

る
も
の
で
す
。

　
日
出
町
で
は
、
戸
籍
や
住
民
票
の
不

正
取
得
の
早
期
発
見
と
個
人
の
権
利
侵

害
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
平
成
24
年

か
ら
『
本
人
通
知
制
度
』
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

☆
登
録
の
方
法
は
？

　
事
前
登
録
制
（
無
料
）
に
な
っ
て
い

ま
す
。
役
場
の
住
民
課
に
登
録
の
申
請

書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
員
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
は
、
本
人
確
認

書
類
（
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
顔
写
真
付
き

の
も
の
）
が
必
要
で
す
。
顔
写
真
が
な

い
場
合
は
、
健
康
保
険
証
や
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
後
期
高
齢
者
証
、
年
金

手
帳
な
ど
２
つ
が
必
要
で
す
。

☆
制
度
を
利
用
す
る
目
的
は
？

　
自
分
自
身
や
家
族
の
情
報
の
不
正
取

得
を
早
期
に
発
見
で
き
る
だ
け
で
は
な

く
、
多
く
の
人
が
登
録
す
る
こ
と
で
、

不
正
行
為
が
発
覚
す
る
可
能
性
が
高
ま

る
こ
と
か
ら
、
不
正
に
取
得
し
よ
う
と

す
る
者
を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

　
結
婚
や
就
職
の
際
の
『
身
元
調
査
』

な
ど
の
行
為
が
、
他
者
の
人
権
を
侵
害

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

私
た
ち
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
個
人
情
報
の
不
正
取
得
は
私
た
ち
の

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

　
人
権
侵
害
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
た

め
に
『
本
人
通
知
制
度
』
に
事
前
登
録

し
ま
し
ょ
う
。

住
民
課
　
　

生
涯
学
習
課

こ
こ
ろ
の
ま
ど

自
分
の
個
人
情
報
が
、

　
　
　勝
手
に
利
用
さ
れ
な
い
た
め
に

「
な
ぜ
、
わ
た
し
の
戸
籍
を
持
っ
て
い

る
の
？
」

「
い
つ
、
ぼ
く
の
住
民
票
を
取
っ
た
の

だ
ろ
う
？
」

　
戸
籍
や
住
民
票
に
は
、
本
人
や
家
族

の
個
人
情
報
（
年
齢
、
現
住
所
、
本
籍

地
、
家
族
構
成
な
ど
）
が
多
数
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
に
は
プ
ラ
イ
ム
総
合
法
律

事
務
所
の
司
法
書
士
ら
に
よ
る
大
量
の

戸
籍
謄
本
等
不
正
取
得
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
に
も
調
査
会
社
な
ど
が
不

正
に
個
人
の
情
報
を
取
得
す
る
事
件
が

各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
不
正
に
取
得
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
戸
籍

謄
本
な
ど
は
、
個
人
情
報
と
し
て
差
別

に
つ
な
が
る
『
身
元
調
査
』
に
使
わ
れ

あ
な
た
も
事
前
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

『
本
人
通
知
制
度
』

　
豊
岡
法
花
寺
区
（
畑
中
和
洋
区
長
）

と
大
神
北
大
神
区
（
帯
刀
忠
勝
区
長
）

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
防
災
倉
庫
や
防
災
資
機
材
を
購
入

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益
金
を

財
源
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
充
実
・
強
化
を
目
的
に
、（
一
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
社

会
貢
献
広
報
事
業
で
す
。

　
２
つ
の
区
と
も
、
区
民
へ
の
お
披
露

目
を
行
い
、
今
回
整
備
し
た
防
災
資
機

材
な
ど
を
利
用
し
て
地
域
の
防
災
力
の

高
め
る
た
め
の
訓
練
等
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

自
治
区
が
防
災
資
機
材
な
ど
を
購
入

防災倉庫や防災資機材
（北大神区）

防災機材
（法花寺区）
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大
分
県
内
企
業
魅
力
発
見

バ
ス
ツ
ア
ー

　
県
内
就
職
及
び
本
県
へ
の
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た

め
、
県
外
大
学
等
に
進
学
し
た

学
生
を
対
象
に
し
た
福
岡
県
内

発
着
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
コ
ー
ス

【
１
回
目
】
12
月
26
日
（
火
）

○�

Ｉ
Ｔ
産
業
コ
ー
ス
（
ザ
イ
ナ

ス
、
地
域
科
学
研
究
所
）

○�

も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
（
富
士

甚
醤
油
、
佐
伯
重
工
業
）

【
２
回
目
】
12
月
27
日
（
水
）

○�

営
業
職
コ
ー
ス
（
大
分
銀

行
、
豊
後
企
画
集
団
）

○�

も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
（
大
分

キ
ヤ
ノ
ン
、
大
分
デ
バ
イ
ス

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

▼�

内
容
　
バ
ス
車
内
で
の
ミ
ニ

講
座
『
業
界
研
究
の
コ
ツ
が

わ
か
る
！
ポ
イ
ン
ト
講
座
』

（
予
定
）、
職
場
見
学
、
若
手

社
員
と
の
交
流
な
ど

▼�

対
象
（
次
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
者
）

○�

大
分
県
出
身
の
平
成
31
年
３

募��

集

月
県
外
大
学
等
卒
業
予
定
者

○
お
お
い
た
学
生
登
録
者

○�

県
内
企
業
へ
の
就
職
に
関
心

の
あ
る
学
生
（
大
学
１
・
２

年
生
も
参
加
可
）

▼�

募
集
締
切

　
12
月
10
日
（
日
）
ま
で

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
問
合
先
　
県
雇
用
労
働
政
策
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
３
１

大
分
県
内
企
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア

　
県
内
就
職
お
よ
び
本
県
へ
の

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た

め
、
県
外
大
学
な
ど
に
進
学
し

た
学
生
を
対
象
に
し
た
大
分
県

内
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

■�

日
時
　
11
月
18
日
（
土
）　

12
時
～
16
時
30
分

■�

場
所
　
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ビ
ル
８
階
Ａ
ホ
ー
ル

■�

対
象
　
平
成
31
年
以
降
に
卒

業
予
定
の
学
生
（
大
学
院
、

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修

学
校
な
ど
）　

■�

内
容
　
個
別
ブ
ー
ス
形
式

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

説
明
会
参
加
企
業
30
社
以
上

（
予
定
）

■
問
合
先
　
県
雇
用
労
働
政
策
課

学
、ま
た
は
進
学
を
希
望
し
、

優
秀
な
資
質
を
有
し
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な

方
▼�

出
願
期
間
　
11
月
１
日
（
水
）

～
12
月
28
日
（
木
）

※
12
月
28
日
消
印
有
効

▼�

貸
与
期
間

　�

平
成
30
年
４
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
最
短
就
業

期
間

※�

貸
与
額
、
募
集
人
員
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先
　
大
分
県
奨
学
会

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的

と
し
て
、
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
無
料
。
要
事
前
申
込
。

▼
日
時
　
12
月
７
日
（
木
）

　
14
時
～
16
時

＊
受
付
13
時
30
分
～

▼�

場
所
　
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼�

対
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼
申
込
期
限
　
11
月
30
日（
木
）

▼
申
込
・
問
合
先

　�

県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
３
１

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

無
料
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　
健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
保
健
所
に
連
絡
を
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
日

に
つ
い
て
は
、
保
健
所
と
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

対
象
　
両
親
ま
た
は
そ
の
ど

ち
ら
か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者

で
、
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

▼�

申
込
期
間
　
10
月
23
日（
月
）

～
12
月
１
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先
　
東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

大
学
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

▼
特
徴

○�

奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
で

す
。

○�

申
込
者
の
な
か
か
ら
里
見
奨

学
金
（
給
付
）
に
推
薦
し
ま

す
（
理
工
系
学
部
）。

▼
出
願
資
格

　�

保
護
者
な
ど
が
県
内
に
住
所

を
有
し
、
学
校
教
育
法
第
１

条
に
規
定
す
る
大
学
お
よ
び

短
期
大
学
（
通
信
に
よ
り
行

う
課
程
、
別
科
、
専
攻
科
お

よ
び
大
学
院
を
除
く
）
に
在

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

県
立
盲
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

▼
募
集
対
象

○�

両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね

０
・
３
未
満
の
者
、
ま
た
は

視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い

が
高
度
な
者
で
拡
大
鏡
な
ど

の
使
用
に
よ
っ
て
も
文
字
な

ど
の
資
格
に
よ
る
認
識
が
困

難
な
者

○�

視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が

い
と
し
、
他
の
障
が
い
を
併

せ
有
す
る
者

○�

知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が

い
と
し
、
視
覚
障
が
い
を
併

せ
有
す
る
者

○�

県
内
に
在
住
し
、
平
成
24
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
27
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

▼
出
願
関
係
書
類
の
交
付

　�

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

か
ら
県
立
盲
学
校
事
務
室
に

お
い
て
交
付
し
ま
す
。

▼
出
願
受
付
期
間

　�

平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）

～
１
月
19
日
（
金
）

　
９
時
～
16
時

▼
入
学
希
望
者
面
談
期
間

　��

平
成
30
年
１
月
22
日
（
月
）
～

１
月
25
日
（
木
）
15
時
～
16
時

▼
結
果
の
発
表

　��

平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）

の
発
送
を
も
っ
て
通
知
し
ま

す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先
　
県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

消
防
設
備
士
試
験
受
験
者
募
集

　
第
２
回
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
試
験
日
時

　�

２
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時

試
験
開
始

▼
試
験
会
場
　
大
分
大
学

▼
願
書
の
配
布

　
10
月
20
日
（
金
）
か
ら

※�

大
分
県
消
防
保
安
室
、
県
内

各
消
防
（
局
）
本
部
、（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部
に
て
配
布
し
ま

す
。

▼
願
書
受
付
期
間

　��【
電
子
申
請
】
11
月
21
日

（
火
）
か
ら
12
月
９
日
（
土
）

ま
で

　�【
書
面
申
請
】
11
月
24
日

（
金
）
か
ら
12
月
12
日
（
火
）

ま
で

▼�

問
合
先
・
願
書
の
提
出
先

　�

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
11
月
10
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
11
月
９
日
（
木
）・

30
日
（
木
）　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
各
７
名

　シルバー事業に興味のある方、健康で働く意
欲のある方を対象に入会説明会を開催します。
　毎月第３金曜日開催予定です。

■日時　11月 17日（金）　10時～ 11時
■�場所
　�日出町シルバー人材センター
　（日出郵便局隣）
■対象
○町内在住 60歳以上の方
○�センターの趣旨に賛同される方
■問合先
　日出町シルバー人材センター　☎ 75-9620

日出町シルバー人材センター
入会希望者説明会

2017.11 ㉒

『広報ひじ』に
広告を掲載しませんか？

（※有料広告です）
広告掲載をご希望の場合は、

以下までお問い合わせください。

政策推進課　広報広聴係　☎ 73-3116



大
分
県
内
企
業
魅
力
発
見

バ
ス
ツ
ア
ー

　
県
内
就
職
及
び
本
県
へ
の
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た

め
、
県
外
大
学
等
に
進
学
し
た

学
生
を
対
象
に
し
た
福
岡
県
内

発
着
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
コ
ー
ス

【
１
回
目
】
12
月
26
日
（
火
）

○�

Ｉ
Ｔ
産
業
コ
ー
ス
（
ザ
イ
ナ

ス
、
地
域
科
学
研
究
所
）

○�

も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
（
富
士

甚
醤
油
、
佐
伯
重
工
業
）

【
２
回
目
】
12
月
27
日
（
水
）

○�

営
業
職
コ
ー
ス
（
大
分
銀

行
、
豊
後
企
画
集
団
）

○�

も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
（
大
分

キ
ヤ
ノ
ン
、
大
分
デ
バ
イ
ス

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

▼�

内
容
　
バ
ス
車
内
で
の
ミ
ニ

講
座
『
業
界
研
究
の
コ
ツ
が

わ
か
る
！
ポ
イ
ン
ト
講
座
』

（
予
定
）、
職
場
見
学
、
若
手

社
員
と
の
交
流
な
ど

▼�

対
象
（
次
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
者
）

○�

大
分
県
出
身
の
平
成
31
年
３

募��

集

月
県
外
大
学
等
卒
業
予
定
者

○
お
お
い
た
学
生
登
録
者

○�

県
内
企
業
へ
の
就
職
に
関
心

の
あ
る
学
生
（
大
学
１
・
２

年
生
も
参
加
可
）

▼�

募
集
締
切

　
12
月
10
日
（
日
）
ま
で

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
問
合
先
　
県
雇
用
労
働
政
策
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
３
１

大
分
県
内
企
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア

　
県
内
就
職
お
よ
び
本
県
へ
の

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た

め
、
県
外
大
学
な
ど
に
進
学
し

た
学
生
を
対
象
に
し
た
大
分
県

内
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

■�

日
時
　
11
月
18
日
（
土
）　

12
時
～
16
時
30
分

■�

場
所
　
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ビ
ル
８
階
Ａ
ホ
ー
ル

■�

対
象
　
平
成
31
年
以
降
に
卒

業
予
定
の
学
生
（
大
学
院
、

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修

学
校
な
ど
）　

■�

内
容
　
個
別
ブ
ー
ス
形
式

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

説
明
会
参
加
企
業
30
社
以
上

（
予
定
）

■
問
合
先
　
県
雇
用
労
働
政
策
課

学
、ま
た
は
進
学
を
希
望
し
、

優
秀
な
資
質
を
有
し
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な

方
▼�

出
願
期
間
　
11
月
１
日
（
水
）

～
12
月
28
日
（
木
）

※
12
月
28
日
消
印
有
効

▼�

貸
与
期
間

　�

平
成
30
年
４
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
最
短
就
業

期
間

※�

貸
与
額
、
募
集
人
員
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先
　
大
分
県
奨
学
会

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的

と
し
て
、
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
無
料
。
要
事
前
申
込
。

▼
日
時
　
12
月
７
日
（
木
）

　
14
時
～
16
時

＊
受
付
13
時
30
分
～

▼�

場
所
　
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼�

対
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼
申
込
期
限
　
11
月
30
日（
木
）

▼
申
込
・
問
合
先

　�

県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
３
１

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

無
料
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　
健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
保
健
所
に
連
絡
を
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
日

に
つ
い
て
は
、
保
健
所
と
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

対
象
　
両
親
ま
た
は
そ
の
ど

ち
ら
か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者

で
、
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

▼�

申
込
期
間
　
10
月
23
日（
月
）

～
12
月
１
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先
　
東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

大
学
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

▼
特
徴

○�

奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
で

す
。

○�

申
込
者
の
な
か
か
ら
里
見
奨

学
金
（
給
付
）
に
推
薦
し
ま

す
（
理
工
系
学
部
）。

▼
出
願
資
格

　�

保
護
者
な
ど
が
県
内
に
住
所

を
有
し
、
学
校
教
育
法
第
１

条
に
規
定
す
る
大
学
お
よ
び

短
期
大
学
（
通
信
に
よ
り
行

う
課
程
、
別
科
、
専
攻
科
お

よ
び
大
学
院
を
除
く
）
に
在

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

県
立
盲
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

▼
募
集
対
象

○�

両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね

０
・
３
未
満
の
者
、
ま
た
は

視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い

が
高
度
な
者
で
拡
大
鏡
な
ど

の
使
用
に
よ
っ
て
も
文
字
な

ど
の
資
格
に
よ
る
認
識
が
困

難
な
者

○�

視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が

い
と
し
、
他
の
障
が
い
を
併

せ
有
す
る
者

○�

知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が

い
と
し
、
視
覚
障
が
い
を
併

せ
有
す
る
者

○�

県
内
に
在
住
し
、
平
成
24
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
27
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

▼
出
願
関
係
書
類
の
交
付

　�

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

か
ら
県
立
盲
学
校
事
務
室
に

お
い
て
交
付
し
ま
す
。

▼
出
願
受
付
期
間

　�

平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）

～
１
月
19
日
（
金
）

　
９
時
～
16
時

▼
入
学
希
望
者
面
談
期
間

　��

平
成
30
年
１
月
22
日
（
月
）
～

１
月
25
日
（
木
）
15
時
～
16
時

▼
結
果
の
発
表

　��

平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）

の
発
送
を
も
っ
て
通
知
し
ま

す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先
　
県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

消
防
設
備
士
試
験
受
験
者
募
集

　
第
２
回
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
試
験
日
時

　�

２
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時

試
験
開
始

▼
試
験
会
場
　
大
分
大
学

▼
願
書
の
配
布

　
10
月
20
日
（
金
）
か
ら

※�

大
分
県
消
防
保
安
室
、
県
内

各
消
防
（
局
）
本
部
、（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部
に
て
配
布
し
ま

す
。

▼
願
書
受
付
期
間

　��【
電
子
申
請
】
11
月
21
日

（
火
）
か
ら
12
月
９
日
（
土
）

ま
で

　�【
書
面
申
請
】
11
月
24
日

（
金
）
か
ら
12
月
12
日
（
火
）

ま
で

▼�

問
合
先
・
願
書
の
提
出
先

　�

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
11
月
10
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
11
月
９
日
（
木
）・

30
日
（
木
）　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
各
７
名

　シルバー事業に興味のある方、健康で働く意
欲のある方を対象に入会説明会を開催します。
　毎月第３金曜日開催予定です。

■日時　11月 17日（金）　10時～ 11時
■�場所
　�日出町シルバー人材センター
　（日出郵便局隣）
■対象
○町内在住 60歳以上の方
○�センターの趣旨に賛同される方
■問合先
　日出町シルバー人材センター　☎ 75-9620

日出町シルバー人材センター
入会希望者説明会

2017.11㉓
※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。



山下歯科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
９
月
12
日
（
火
）・

26
日
（
火
）

　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
７
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼�

相
談
日
　
平
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
８
時
30
分

～
12
時
、
13
時
～
17
時
15
分

▼�

場
所
　
県
庁
別
館
５
階

▼�

問
合
先
　
県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

相��

談

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
教
育
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日
（
水
）

　�

10
時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
教
育
事
務
所

▼�

対
象
　
視
覚
障
が
い
の
あ
る

幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
成
人
、

そ
の
保
護
者
、
関
係
者
（
保

育
士
、
教
員
な
ど
）

▼�

申
込
方
法
　
日
出
町
教
育
委

員
会
へ
相
談
票
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
高
校
生
以
上
の

方
は
盲
学
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先
　
県
立
盲
学
校

☎��

０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
公
証
人
は
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
職
務
を
行
う
国
の
機

関
で
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
毎
月
第
１
水

曜
日
開
設
）。
要
予
約
で
す
。

〇�

相
続
争
い
を
防
止
し
て
、
自

分
の
意
思
ど
お
り
に
財
産
を

譲
り
た
い
（
遺
言
）

〇�

最
も
信
頼
で
き
る
人
を
後
見

人
に
指
定
し
て
、
老
後
の
財

産
管
理
を
託
し
た
い
（
任
意

後
見
）

〇�
離
婚
を
考
え
て
い
る
が
、
相

手
が
子
供
の
養
育
費
等
を
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
く
れ
る
か

心
配
（
離
婚
給
付
）

※�

こ
の
他
に
も
、
債
務
弁
済
、

示
談
な
ど
様
々
な
契
約
に
つ

い
て
も
ご
相
談
承
り
ま
す
。

▼��

日
時
　
11
月
１
日
（
水
）・

12
月
６
日
（
水
）
15
時
30
分

～
17
時

▼�

場
所
　
日
出
町
役
場
３
３
３

会
議
室

▼�

問
合
先
　
大
分
公
証
人
合
同

役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

無
料
調
停
相
談
会

　
多
重
債
務
、
金
銭
の
貸
し
借

り
、
土
地
建
物
、
離
婚
、
相
続

な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、
現
任

調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
厳
守
。
事
前
予
約
不

要
。
関
係
資
料
を
お
持
ち
の
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■�
日
時
　
10
月
29
日
（
日
）
10
時

～
15
時

■
場
所
　
国
東
市
安
岐
総
合
支
所

暘谷苑

日出駅・豊後豊岡駅での
ＪＲ乗車券のご購入について

　平成28年度より、駅の無人化に伴い、町にて日出駅、

豊後豊岡駅に駅員を配置しています。両駅にて乗車券

を窓口（月～金曜日、７時～ 13時、祝日および年末

年始を除く）にて駅員から購入いただきますと、購入

費の一部が販売手数料としてＪＲより町に納入されま

す。この販売手数料は両駅に駅員を配置するための貴

重な財源となっていますので、乗車券をお求めの際は、

ぜひ窓口にてご購入いただくよう、皆さまのご協力を

お願いいたします。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

時
30
分
）

▼�

実
施
場
所
　
豊
泉
荘
な
ど

（
別
府
市
）

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

県
立
看
護
科
大
学
公
開
講
義

『
総
合
人
間
学
』

▼�

日
程
　
10
月
６
日
（
金
）
～

10
月
27
日
（
金
）
の
期
間
中

に
４
回
開
催

※�

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▼�

場
所
　
県
立
看
護
科
大
学
講

堂
（
大
分
市
）

▼�

受
講
料
　
１
回
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

�

▼��

問
合
先
　
県
立
看
護
科
大

学
教
務
学
生
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
７
‐
５
８
６
‐
４
３
０
３

労
働
講
座
『
無
期
転
換
の
準
備

大
丈
夫
で
す
か
？
』（
無
料
）

▼�

日
程
　
10
月
６
日
（
金
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
県
日
出
総
合
庁
舎
大

▼�

実
施
期
間
　
11
月
７
日（
火
）

～
11
月
10
日
（
金
）
４
日
間

▼�

募
集
人
数
　
20
名
（
選
考
会

10
月
31
日
）

▼�

実
施
場
所
　
別
府
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
『
あ
す
・

べ
っ
ぷ
』

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

　
オ
フ
ィ
ス
、
店
舗
な
ど
の
清

掃
の
基
本
作
業
、
機
械
器
具
の

知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
清
掃
技
術

を
習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。
受
講

料
・
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で

す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
を
希
望
す
る

55
歳
以
上
の
方
で
公
共
職
業

安
定
所
に
求
職
申
込
を
さ
れ

た
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
16
日（
月
）

▼�

実
施
期
間
　
10
月
17
日（
木
）

～
10
月
31
日
（
木
）
８
日
間

▼�

募
集
人
数
　
15
名
（
選
考
会

10
月
17
日
（
火
）
10
時
～
11

■
問
合
先
　
杵
築
調
停
協
会

☎
78
‐
０
０
６
４

遺
跡
発
掘
講
習

講��

座

　
以
下
の
内
容
で
技
能
講
習
を

実
施
し
ま
す
。
受
講
料
・
テ
キ

ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
・
就
業
・
派
遣

を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
25
日（
金
）

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
 

町
民
文
芸

作成中
▼
予
約
・�

問
合
先

　�
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼�

相
談
日
時
　
平
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
８
時
30

分
～
12
時
、
13
時
～
17
時
15

分
▼�

場
所
　
県
庁
別
館
５
階

▼�

問
合
先
　
県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
相
談
会

　『
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓

発
週
間
（
11
月
10
日
～
16
日
）』

に
あ
わ
せ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
前
日
ま

で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼�

日
時
　
11
月
16
日
（
木
）

　
14
時
～
16
時

▼�

場
所
　
東
部
保
健
所
１
階
相

談
室
（
別
府
市
）

相��

談

▼�

内
容
　
断
酒
会
の
相
談
員
、

精
神
保
健
福
祉
担
当
保
健
師

に
よ
る
個
別
相
談

▼�

相
談
費
用
　
無
料

▼
申
込
・
問
合
先
　
東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

障
が
い
の
あ
る
方
の

『
親
な
き
あ
と
相
談
室
』

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
の

安
心
の
た
め
に
、『
親
あ
る
あ

い
だ
』
に
『
親
な
き
あ
と
』
の

準
備
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

相
談
無
料
。
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

▼�

相
談
日
時
　
平
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
９
時
～

17
時

▼�

場
所
　
渓
泉
寮
け
い
せ
ん
プ

ラ
ザ

▼
問
合
先
　
大
分
県
渓
泉
寮

☎
72
‐
１
７
２
１

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
公
証
人
は
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
職
務
を
行
う
国
の
機

関
で
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
毎
月
第
１
水

曜
日
開
設
）。
要
予
約
で
す
。

〇�

相
続
争
い
を
防
止
し
て
、
自

分
の
意
思
ど
お
り
に
財
産
を

譲
り
た
い
（
遺
言
）

〇�

最
も
信
頼
で
き
る
人
を
後
見

人
に
指
定
し
て
、
老
後
の
財

産
管
理
を
託
し
た
い
（
任
意

後
見
）

〇�

離
婚
を
考
え
て
い
る
が
、
相

手
が
子
供
の
養
育
費
等
を
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
く
れ
る
か

心
配
（
離
婚
給
付
）

※�

こ
の
他
に
も
、
債
務
弁
済
、

示
談
な
ど
様
々
な
契
約
に
つ

い
て
も
ご
相
談
承
り
ま
す
。

▼��

日
時
　
12
月
６
日
（
水
）

　
15
時
30
分
～
17
時

※
１
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

▼�

場
所
　
日
出
町
役
場
３
３
３

会
議
室

▼�

問
合
先
　
大
分
公
証
人
合
同
役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

働
く
者
の
健
康
相
談
１
１
０
番

　
電
話
・
面
談
で
相
談
に
対
応

し
ま
す
。
相
談
無
料
で
す
。

▼�

日
時
　
11
月
11
日
（
土
）
10
時

～
16
時

▼�

場
所
　
大
分
健
生
病
院
内
会
議
室

▼
相
談
内
容

①�

建
設
・
土
木
・
造
船
業
で
働
く

方
で
肺
の
疾
患
（
じ
ん
肺
・
ア

ス
ベ
ス
ト
）、
振
動
障
害
、
騒

音
性
難
聴
な
ど
の
症
状
や
ご
心

配
の
あ
る
方

②�

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
で
悩
ん

で
い
る
方

③�

長
時
間
労
働
で
体
調
悪
化
に
悩

ん
で
い
る
方

▼
相
談
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
３
７
８
‐
０
６
０

▼
問
合
先
　
大
分
県
労
連

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

外
国
人
無
料
相
談
会

　
県
内
在
住
の
外
国
人
の
方
を

対
象
と
し
た
無
料
相
談
会
で

す
。
悩
み
ご
と
な
ど
を
相
談
員

が
お
聞
き
し
ま
す
（
英
語
な
ど

通
訳
あ
り
）。
予
約
不
要
。

▼�

日
時
　
11
月
５
日
（
日
）、
12

月
３
日
（
日
）　
10
時
～
16
時

▼�

場
所
　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

（iichiko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
地

下
１
階
）

▼
相
談
内
容
（
一
例
）

　�

国
際
結
婚
の
手
続
を
知
り
た

い
、
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
い
、

家
族
を
呼
び
寄
せ
一
緒
に
暮
ら

し
た
い
、
会
社
を
経
営
し
た
い
、

な
ど

▼
問
合
先
　Life�Support

（
原
田
）

☎
０
９
７
９
‐
43
‐
６
３
２
９

※�
電
話
相
談
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
。

○�

平
成
24
年
度
に
再
講
習
を
受

け
た
消
防
設
備
点
検
資
格
者

▼
講
習
日

○
第
１
種
　
消
防
設
備
点
検
資
格
者

　
平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

○
第
２
種
　
消
防
設
備
点
検
資
格
者

　
平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）

▼�

場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

（
大
分
市
）

▼�

申
込
期
間
　
12
月
１
日（
金
）

～
21
日
（
木
）

▼�

受
講
料
　
第
１
種
・
第
２
種

の
区
分
ご
と
に
９
７
４
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼�

受
講
申
請
書
の
提
出
先

　�

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

へ
持
参
ま
た
は
郵
送

▼�

受
講
申
請
書
・
受
講
手
引
の

入
手
方
法

○�

当
協
会
の
窓
口
で
入
手

○�

郵
送
で
の
入
手
を
希
望
す
る

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

▼
申
込
・
問
合
先

　
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

ボ
イ
ラ
ー
な
ど
に
関
わ
る
講
習

▼�

場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

大
分
（
大
分
市
）

▼�

申
込
期
間
　
１
カ
月
前
か
ら

受
付
、
１
週
間
前
に
締
切

ル
大
分
２
階
『
二
豊
の
間
』

▼
テ
ー
マ
　『
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
原
則
』

▼�

講
師
　
森
戸
英
幸
氏
（
慶
應

義
塾
大
学
大
学
院
教
授
、
中

労
委
公
益
委
員
）

▼
問
合
先
　
県
労
働
委
員
会

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

甲
種
防
火
管
理�

再�

講
習

▼
講
習
日
　
12
月
14
日
（
木
）

▼�

場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

（
大
分
市
）

▼�

申
込
期
間
　
11
月
15
日（
水
）

～
22
日
（
水
）

▼
受
講
料
　
５
５
０
０
円

▼
定
員
　
50
名

▼
申
込
書
の
入
手
方
法

○�

各
消
防
本
部
（
局
）、
当
協

会
の
窓
口
で
入
手

○�

日
本
防
火
・
防
災
協
会
お
よ

び
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
申
込
・
問
合
先

　
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

消
防
設
備
点
検
資
格
者�

再�

講
習

▼
講
習
対
象
者

○�

平
成
24
年
度
に
資
格
を
取
得

し
た
消
防
設
備
点
検
資
格
者

九
州
地
区
労
使
関
係
セ
ミ
ナ
ー

　
中
央
労
働
委
員
会
と
県
労
働

委
員
会
は
、
労
使
関
係
の
安
定

講��

座

の
た
め
、
労
働
関
係
の
制
度
や

実
際
の
解
決
事
例
を
紹
介
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
す
。

▼�

日
時
　
11
月
10
日
（
金
）
13

時
30
分
～
16
時
30
分

▼�

場
所
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ

 

町
民
文
芸

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
永
松
美
知
子

墨
の
香か

を
部
屋
に
写
経
の
秋
夜
長

　
　
　
　
　
　
　
　
真
那
井
　
渡
辺
　
薫

尽
く
し
た
る
こ
と
の
仕
合
わ
せ
梨
を
む
く

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
坪
田
　
京
子

老
い
人
に
特
別
や
さ
し
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
　
晏
司

仲
秋
や
見
わ
た
す
限
り
休
耕
田

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
塩
出
千
鶴
子

月
あ
か
り
寄
り
添
ふ
影
と
歩
く
道

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
三
千
代

名
月
を
一
人
じ
め
し
て
眺
め
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
柳
　
恵
美
子

会
う
人
の
顔
に
今
夏
の
厳
し
さ
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
定
平
　
勝
義

秋さ

ん

ま

刀
魚
焼
き
鱸

す
ず
き

も
焼
き
て
味
く
ら
べ

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
目
代
み
や
子

空
襲
の
町
に
こ
の
身
晒さ

ら

せ
し
を

忘
る
る
齢

よ
わ
い

と
な
り
て
な
が
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
南
　
悦
子

花
殻
を
鳴
ら
す
風
あ
り
乾
き
つ
つ

夏
逝ゆ

か
ん
と
す
ひ
ま
わ
り
畑は

た

は

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
渡
邊
　
睦
子

初
も
ぎ
の
ト
マ
ト
を
先ま

づ
は
佛ぶ

つ

だ
ん
の

夫
に
と
香
を
た
て
て
供
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
楢
迫
　
良
子

闘
病
の
続
き
た
る
日
々
の
り
こ
え
て

喜
び
ひ
と
し
お
初
敬
老
の
席
に

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
杉
田
美
智
子

新
し
き
義あ

に兄
の
形
見
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を

着
た
る
夫
に
な
つ
か
し
き
と
義あ

ね姉
言
う

2017.11 ㉔
※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。



山下歯科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
９
月
12
日
（
火
）・

26
日
（
火
）

　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
７
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼�

相
談
日
　
平
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
８
時
30
分

～
12
時
、
13
時
～
17
時
15
分

▼�

場
所
　
県
庁
別
館
５
階

▼�

問
合
先
　
県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

相��

談

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
教
育
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日
（
水
）

　�

10
時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
教
育
事
務
所

▼�

対
象
　
視
覚
障
が
い
の
あ
る

幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
成
人
、

そ
の
保
護
者
、
関
係
者
（
保

育
士
、
教
員
な
ど
）

▼�

申
込
方
法
　
日
出
町
教
育
委

員
会
へ
相
談
票
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
高
校
生
以
上
の

方
は
盲
学
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先
　
県
立
盲
学
校

☎��

０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
公
証
人
は
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
職
務
を
行
う
国
の
機

関
で
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
毎
月
第
１
水

曜
日
開
設
）。
要
予
約
で
す
。

〇�

相
続
争
い
を
防
止
し
て
、
自

分
の
意
思
ど
お
り
に
財
産
を

譲
り
た
い
（
遺
言
）

〇�

最
も
信
頼
で
き
る
人
を
後
見

人
に
指
定
し
て
、
老
後
の
財

産
管
理
を
託
し
た
い
（
任
意

後
見
）

〇�

離
婚
を
考
え
て
い
る
が
、
相

手
が
子
供
の
養
育
費
等
を
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
く
れ
る
か

心
配
（
離
婚
給
付
）

※�

こ
の
他
に
も
、
債
務
弁
済
、

示
談
な
ど
様
々
な
契
約
に
つ

い
て
も
ご
相
談
承
り
ま
す
。

▼��

日
時
　
11
月
１
日
（
水
）・

12
月
６
日
（
水
）
15
時
30
分

～
17
時

▼�

場
所
　
日
出
町
役
場
３
３
３

会
議
室

▼�

問
合
先
　
大
分
公
証
人
合
同

役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

無
料
調
停
相
談
会

　
多
重
債
務
、
金
銭
の
貸
し
借

り
、
土
地
建
物
、
離
婚
、
相
続

な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、
現
任

調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
厳
守
。
事
前
予
約
不

要
。
関
係
資
料
を
お
持
ち
の
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■�

日
時
　
10
月
29
日
（
日
）
10
時

～
15
時

■
場
所
　
国
東
市
安
岐
総
合
支
所

暘谷苑

日出駅・豊後豊岡駅での
ＪＲ乗車券のご購入について

　平成28年度より、駅の無人化に伴い、町にて日出駅、

豊後豊岡駅に駅員を配置しています。両駅にて乗車券

を窓口（月～金曜日、７時～ 13時、祝日および年末

年始を除く）にて駅員から購入いただきますと、購入

費の一部が販売手数料としてＪＲより町に納入されま

す。この販売手数料は両駅に駅員を配置するための貴

重な財源となっていますので、乗車券をお求めの際は、

ぜひ窓口にてご購入いただくよう、皆さまのご協力を

お願いいたします。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

時
30
分
）

▼�

実
施
場
所
　
豊
泉
荘
な
ど

（
別
府
市
）

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

県
立
看
護
科
大
学
公
開
講
義

『
総
合
人
間
学
』

▼�

日
程
　
10
月
６
日
（
金
）
～

10
月
27
日
（
金
）
の
期
間
中

に
４
回
開
催

※�

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▼�

場
所
　
県
立
看
護
科
大
学
講

堂
（
大
分
市
）

▼�

受
講
料
　
１
回
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

�

▼��

問
合
先
　
県
立
看
護
科
大

学
教
務
学
生
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
７
‐
５
８
６
‐
４
３
０
３

労
働
講
座
『
無
期
転
換
の
準
備

大
丈
夫
で
す
か
？
』（
無
料
）

▼�
日
程
　
10
月
６
日
（
金
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
県
日
出
総
合
庁
舎
大

▼�

実
施
期
間
　
11
月
７
日（
火
）

～
11
月
10
日
（
金
）
４
日
間

▼�

募
集
人
数
　
20
名
（
選
考
会

10
月
31
日
）

▼�

実
施
場
所
　
別
府
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
『
あ
す
・

べ
っ
ぷ
』

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

　
オ
フ
ィ
ス
、
店
舗
な
ど
の
清

掃
の
基
本
作
業
、
機
械
器
具
の

知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
清
掃
技
術

を
習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。
受
講

料
・
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で

す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
を
希
望
す
る

55
歳
以
上
の
方
で
公
共
職
業

安
定
所
に
求
職
申
込
を
さ
れ

た
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
16
日（
月
）

▼�

実
施
期
間
　
10
月
17
日（
木
）

～
10
月
31
日
（
木
）
８
日
間

▼�

募
集
人
数
　
15
名
（
選
考
会

10
月
17
日
（
火
）
10
時
～
11

■
問
合
先
　
杵
築
調
停
協
会

☎
78
‐
０
０
６
４

遺
跡
発
掘
講
習

講��
座

　
以
下
の
内
容
で
技
能
講
習
を

実
施
し
ま
す
。
受
講
料
・
テ
キ

ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
・
就
業
・
派
遣

を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
25
日（
金
）

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

 

町
民
文
芸

作成中
▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼�

相
談
日
時
　
平
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
８
時
30

分
～
12
時
、
13
時
～
17
時
15

分
▼�

場
所
　
県
庁
別
館
５
階

▼�

問
合
先
　
県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
相
談
会

　『
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓

発
週
間
（
11
月
10
日
～
16
日
）』

に
あ
わ
せ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
前
日
ま

で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼�

日
時
　
11
月
16
日
（
木
）

　
14
時
～
16
時

▼�

場
所
　
東
部
保
健
所
１
階
相

談
室
（
別
府
市
）

相��

談

▼�

内
容
　
断
酒
会
の
相
談
員
、

精
神
保
健
福
祉
担
当
保
健
師

に
よ
る
個
別
相
談

▼�

相
談
費
用
　
無
料

▼
申
込
・
問
合
先
　
東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

障
が
い
の
あ
る
方
の

『
親
な
き
あ
と
相
談
室
』

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
の

安
心
の
た
め
に
、『
親
あ
る
あ

い
だ
』
に
『
親
な
き
あ
と
』
の

準
備
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

相
談
無
料
。
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

▼�

相
談
日
時
　
平
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
９
時
～

17
時

▼�

場
所
　
渓
泉
寮
け
い
せ
ん
プ

ラ
ザ

▼
問
合
先
　
大
分
県
渓
泉
寮

☎
72
‐
１
７
２
１

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
公
証
人
は
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
職
務
を
行
う
国
の
機

関
で
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
毎
月
第
１
水

曜
日
開
設
）。
要
予
約
で
す
。

〇�

相
続
争
い
を
防
止
し
て
、
自

分
の
意
思
ど
お
り
に
財
産
を

譲
り
た
い
（
遺
言
）

〇�

最
も
信
頼
で
き
る
人
を
後
見

人
に
指
定
し
て
、
老
後
の
財

産
管
理
を
託
し
た
い
（
任
意

後
見
）

〇�

離
婚
を
考
え
て
い
る
が
、
相

手
が
子
供
の
養
育
費
等
を
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
く
れ
る
か

心
配
（
離
婚
給
付
）

※�

こ
の
他
に
も
、
債
務
弁
済
、

示
談
な
ど
様
々
な
契
約
に
つ

い
て
も
ご
相
談
承
り
ま
す
。

▼��

日
時
　
12
月
６
日
（
水
）

　
15
時
30
分
～
17
時

※
１
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

▼�

場
所
　
日
出
町
役
場
３
３
３

会
議
室

▼�

問
合
先
　
大
分
公
証
人
合
同
役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

働
く
者
の
健
康
相
談
１
１
０
番

　
電
話
・
面
談
で
相
談
に
対
応

し
ま
す
。
相
談
無
料
で
す
。

▼�

日
時
　
11
月
11
日
（
土
）
10
時

～
16
時

▼�

場
所
　
大
分
健
生
病
院
内
会
議
室

▼
相
談
内
容

①�

建
設
・
土
木
・
造
船
業
で
働
く

方
で
肺
の
疾
患
（
じ
ん
肺
・
ア

ス
ベ
ス
ト
）、
振
動
障
害
、
騒

音
性
難
聴
な
ど
の
症
状
や
ご
心

配
の
あ
る
方

②�

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
で
悩
ん

で
い
る
方

③�

長
時
間
労
働
で
体
調
悪
化
に
悩

ん
で
い
る
方

▼
相
談
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
３
７
８
‐
０
６
０

▼
問
合
先
　
大
分
県
労
連

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

外
国
人
無
料
相
談
会

　
県
内
在
住
の
外
国
人
の
方
を

対
象
と
し
た
無
料
相
談
会
で

す
。
悩
み
ご
と
な
ど
を
相
談
員

が
お
聞
き
し
ま
す
（
英
語
な
ど

通
訳
あ
り
）。
予
約
不
要
。

▼�

日
時
　
11
月
５
日
（
日
）、
12

月
３
日
（
日
）　
10
時
～
16
時

▼�

場
所
　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

（iichiko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
地

下
１
階
）

▼
相
談
内
容
（
一
例
）

　�

国
際
結
婚
の
手
続
を
知
り
た

い
、
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
い
、

家
族
を
呼
び
寄
せ
一
緒
に
暮
ら

し
た
い
、
会
社
を
経
営
し
た
い
、

な
ど

▼
問
合
先
　Life�Support

（
原
田
）

☎
０
９
７
９
‐
43
‐
６
３
２
９

※�

電
話
相
談
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
。

○�

平
成
24
年
度
に
再
講
習
を
受

け
た
消
防
設
備
点
検
資
格
者

▼
講
習
日

○
第
１
種
　
消
防
設
備
点
検
資
格
者

　
平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

○
第
２
種
　
消
防
設
備
点
検
資
格
者

　
平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）

▼�

場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

（
大
分
市
）

▼�

申
込
期
間
　
12
月
１
日（
金
）

～
21
日
（
木
）

▼�

受
講
料
　
第
１
種
・
第
２
種

の
区
分
ご
と
に
９
７
４
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼�

受
講
申
請
書
の
提
出
先

　�

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

へ
持
参
ま
た
は
郵
送

▼�

受
講
申
請
書
・
受
講
手
引
の

入
手
方
法

○�

当
協
会
の
窓
口
で
入
手

○�

郵
送
で
の
入
手
を
希
望
す
る

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

▼
申
込
・
問
合
先

　
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

ボ
イ
ラ
ー
な
ど
に
関
わ
る
講
習

▼�
場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

大
分
（
大
分
市
）

▼�

申
込
期
間
　
１
カ
月
前
か
ら

受
付
、
１
週
間
前
に
締
切

ル
大
分
２
階
『
二
豊
の
間
』

▼
テ
ー
マ
　『
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
原
則
』

▼�

講
師
　
森
戸
英
幸
氏
（
慶
應

義
塾
大
学
大
学
院
教
授
、
中

労
委
公
益
委
員
）

▼
問
合
先
　
県
労
働
委
員
会

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

甲
種
防
火
管
理�

再�

講
習

▼
講
習
日
　
12
月
14
日
（
木
）

▼�

場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

（
大
分
市
）

▼�

申
込
期
間
　
11
月
15
日（
水
）

～
22
日
（
水
）

▼
受
講
料
　
５
５
０
０
円

▼
定
員
　
50
名

▼
申
込
書
の
入
手
方
法

○�
各
消
防
本
部
（
局
）、
当
協

会
の
窓
口
で
入
手

○�

日
本
防
火
・
防
災
協
会
お
よ

び
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
申
込
・
問
合
先

　
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

消
防
設
備
点
検
資
格
者�

再�

講
習

▼
講
習
対
象
者

○�

平
成
24
年
度
に
資
格
を
取
得

し
た
消
防
設
備
点
検
資
格
者

九
州
地
区
労
使
関
係
セ
ミ
ナ
ー

　
中
央
労
働
委
員
会
と
県
労
働

委
員
会
は
、
労
使
関
係
の
安
定

講��

座

の
た
め
、
労
働
関
係
の
制
度
や

実
際
の
解
決
事
例
を
紹
介
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
す
。

▼�

日
時
　
11
月
10
日
（
金
）
13

時
30
分
～
16
時
30
分

▼�

場
所
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ

 

町
民
文
芸

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
永
松
美
知
子

墨
の
香か

を
部
屋
に
写
経
の
秋
夜
長

　
　
　
　
　
　
　
　
真
那
井
　
渡
辺
　
薫

尽
く
し
た
る
こ
と
の
仕
合
わ
せ
梨
を
む
く

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡

　
坪
田

　
京
子

老
い
人
に
特
別
や
さ
し
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡

　
森
永

　
晏
司

仲
秋
や
見
わ
た
す
限
り
休
耕
田

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎

　
塩
出
千
鶴
子

月
あ
か
り
寄
り
添
ふ
影
と
歩
く
道

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
三
千
代

名
月
を
一
人
じ
め
し
て
眺
め
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
柳
　
恵
美
子

会
う
人
の
顔
に
今
夏
の
厳
し
さ
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
定
平
　
勝
義

秋さ

ん

ま

刀
魚
焼
き
鱸

す
ず
き

も
焼
き
て
味
く
ら
べ

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
目
代
み
や
子

空
襲
の
町
に
こ
の
身
晒さ

ら

せ
し
を

忘
る
る
齢

よ
わ
い

と
な
り
て
な
が
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
南
　
悦
子

花
殻
を
鳴
ら
す
風
あ
り
乾
き
つ
つ

夏
逝ゆ

か
ん
と
す
ひ
ま
わ
り
畑は

た

は

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原

　
渡
邊

　
睦
子

初
も
ぎ
の
ト
マ
ト
を
先ま

づ
は
佛ぶ

つ

だ
ん
の

夫
に
と
香
を
た
て
て
供
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎

　
楢
迫

　
良
子

闘
病
の
続
き
た
る
日
々
の
り
こ
え
て

喜
び
ひ
と
し
お
初
敬
老
の
席
に

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
杉
田
美
智
子

新
し
き
義あ

に兄
の
形
見
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を

着
た
る
夫
に
な
つ
か
し
き
と
義あ

ね姉
言
う

2017.11㉕
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【�
普
通
第
一
種
圧
力
容
器
取
扱

作
業
主
任
者
技
能
講
習
】

▼�

日
時
　
11
月
９
日
（
木
）
～

10
日
（
金
）

▼
受
講
料
　
１
万
３
０
０
０
円

▼
テ
キ
ス
ト
代
　
２
１
６
０
円

【
小
型
ボ
イ
ラ
ー
特
別
教
育
講
習
】

▼�

日
時
　
11
月
16
日
（
木
）
～

17
日
（
金
）

▼
受
講
料

○
一
般
　
１
万
１
０
０
０
円

○
会
員
　
１
万
円

▼
テ
キ
ス
ト
代
　
９
０
０
円

▼
問
合
先

　
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
大
分
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
５
７
４
９

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

学
童
保
育
従
事
者
講
習

　
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
無
料
で
す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
・
就
業
・
派

遣
を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

▼�

募
集
期
間
　
10
月
24
日（
火
）

～
11
月
27
日
（
月
）
必
着

▼
募
集
人
数
　
10
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
実
施
日
　
12
月
１
日
（
金
）

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

▼�

申
込
・
問
合
先
　
日
出
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　
年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限
　
11
月
24
日（
金
）

【�
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
実
践
講
座
⑤
】

▼
日
時

　
12
月
１
・
８
・
15
・
22
（
金
）

　
10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　
３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼
日
時
　
12
月
７
・
21
日
（
木
）

　
13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

け
ん
こ
う
体
操
　
笑
い
ヨ
ガ

　
動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無

料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時
　
11
月
16
日
（
木
）

　
10
時
～
11
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

▼�

対
象
　
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

�

▼��

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

介
護
保
険
に
関
す
る
勉
強
会

　
介
護
保
険
を
使
用
し
て
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
か
の
勉
強
会
を
、
杵
築
市
立

山
香
病
院
か
ら
講
師
を
お
招
き

し
て
行
い
ま
す
。
参
加
ご
希
望

の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼�

日
時
　
11
月
30
日
（
木
）

　
16
時
～
17
時

▼�

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室

�
▼��

問
合
先
　
こ
う
ま
つ
循
環

器
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者

会
（
本
田
）

☎
０
８
０
‐
５
２
１
０
‐
６
５
７
７

　（
火
・
木
・
土
曜
日
の
み
）

休
日
エ
イ
ズ
検
査
の
お
知
ら
せ

　
12
月
１
日
は
『
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
』
で
す
。
こ
れ
に
関
連
し

て
休
日
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

検
査
は
匿
名
で
で
き
、
料
金
は

そ
の
他

無
料
で
す
。
検
査
結
果
は
採
血

後
約
30
分
で
わ
か
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
必
ず
前
日
ま
で

に
電
話
に
よ
る
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
12
月
２
日
（
土
）

　
９
時
～
16
時

▼�

場
所
　
東
部
保
健
所

▼�

内
容
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
迅
速
検
査

▼�

問
合
先
　
東
部
保
健
所
エ
イ

ズ
相
談
電
話

☎
67
‐
７
０
４
０

労
働
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

　
労
働
者
が
業
務
災
害
を
被
っ

た
と
き
（
労
災
保
険
）、
労
働

者
が
失
業
し
た
と
き
（
雇
用
保

険
）
の
た
め
に
、
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
す
れ
ば
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
し

て
い
な
い
と
、
も
し
も
の
時
に

社
員
は
も
ち
ろ
ん
会
社
に
も
大

き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・

大
分
労
働
局
（
☎
０
９
７
‐

５
３
６
‐
７
０
９
５
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』
の
ご
案
内

　『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
は
、
高
校
・

短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
・
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
・
大
学

な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子

さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

▼�

融
資
額
　
お
子
さ
ま
一
人
に

つ
き
３
５
０
万
円
以
内

▼
金
利
　
年
１
・
81
㌫

※�

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年

１
・
41
㌫

▼�

返
済
期
間
　
15
年
以
内

※�

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年

以
内

▼�

問
合
先
　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
３
７
８
‐
０
６
０

　（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　
ま
た
は

☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

※�

Ｈ
Ｐ
は
『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
者
向
け
収
入
保
険
制
度

　
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少

だ
け
で
な
く
価
格
低
下
に
よ
る

収
入
減
少
も
補
填
し
ま
す
。
詳

細
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼�

加
入
対
象
者
　
青
色
申
告
実

施
農
業
者

▼�

加
入
受
付
の
開
始

　
平
成
30
年
10
月
か
ら
開
始

▼�

問
合
先
　
大
分
県
農
業
共
済

組
合
本
所
　
収
入
保
険
対
策
室

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
８
１
１
０

お
誕
生
お
め
で
と
う

（��

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

（��

）
内
は
行
年
・
地
区
名

※
９
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

佐
藤
　
祐�

（
90�

是
城
）

土
山
　

三�

（
86�

新
町
）

大
山
婦
美
惠�

（
100�

団
地
西
）

穴
井
　
泰
介�

（
65�

本
町
）

森
田
　
秀
生�

（
56�

上
仁
王
）

吉
野
　
妙
子�

（
76�

西
部
）

工
藤
　
加
江�

（
90�

赤
松
）

工
藤
ソ
ヨ
子�

（
85�

平
原
）

一
丸
　
園
枝�

（
81�

原
山
）

佐
藤
健
太
郎�

（
80�

真
那
井
）

伊
串
　
共と

も
え笑�

（
正
道��

是
城
）

井
上
陽ひ

な

の

菜
乃�

（
正
昭�

是
城
）

本
田
　
琉り
ゅ
う
ま馬�

（
博
士�

団
地
西
）

木
下
　
煌こ
う
せ
い惺�

（
昇
吾�

団
地
北
）

辛
島
　
颯そ
う
す
け介�

（
俊
介�

佐
尾
）

岩
元
　
瑛え
い
し志�

（
将
大�

佐
尾
）

中
村
　
芙ふ

あ愛�

（
知
宏�

上
仁
王
）

髙
橋
　
詩う
た�

（
祐�

東
仁
王
）

大
塚
　
潤じ
ゅ
ん
と翔�

（
潤
一
郎��

内
堀
）

齋
藤
　
幹か
ん
た太�

（
創�

日
出
団
地
）

井
上
　
翔し
ょ
う�

（
義
隆�

東
部
）

諸
冨
　
快か
い
せ
い成�

（
貴
宣�

南
部
）

須
賀
　
康こ
う
た太�

（
正
俊�

内
野
）

松
尾
　
帆ほ
の
か夏�

（
圭
寛�

北
大
神
）

山
本
　
遥は
る
か加�

（
翔
太�

大
神
中
央
）

垣
迫
　
瑛え
い
と音�

（
星
輝�

大
神
中
央
）

二
ノ
宮
有ゆ
う
せ
い惺�

（
佑
太�

真
那
井
）

小
石
　
雄ゆ
づ
き月�

（
孝
雄�

真
那
井
）

�

田
　
和わ

か花�

（
智
美�

八
代
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数 12,230 （－ 6） ＋ 57
人　口 28,550 （－ 14） ＋ 26
 男 13,689 （＋ 2） ＋ 21
 女 14,861 （－ 16） ＋ 5
 南端 283 （ 0） 
 豊岡 7,193 （－ 12） 
 日出 5,912 （＋ 1）
 藤原 3,890 （－ 7）
 川崎 6,080 （－ 4）
 大神 5,192 （＋ 8）
 （　） 内は前月比
  内は平成 29 年４月１日比　

平成 29年 10 月１日現在の
住民基本台帳の登録人口

二の丸館�イベント情報

11月３日（金）～ 10日（金）
９時～ 17時
『ときめき作品展』in 二の丸館
11 月 11 日（土）～ 19日（日）
ひじはく・まるしぇ
※ P.9 にも掲載しています。
11 月 24 日（金）～ 25日（土）
９時～ 16時 30分
日出愛蘭会　第 22回寒蘭展

中央公民館ホール
イベント情報

11月３日（金・祝）・４日（土）
ひじ産業文化まつり
式典、記念講演会、瀧廉太郎記念音
楽祭、芸能大会
11 月 12 日（日）　９時 30分～
ひじ産業文化まつり　謡曲大会
11 月 14 日（火）　９時～
福祉健康推進大会
11 月 19 日（日）　９時～　　　　
児童文化祭

2017.11 ㉖
※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。



【�

普
通
第
一
種
圧
力
容
器
取
扱

作
業
主
任
者
技
能
講
習
】

▼�

日
時
　
11
月
９
日
（
木
）
～

10
日
（
金
）

▼
受
講
料
　
１
万
３
０
０
０
円

▼
テ
キ
ス
ト
代
　
２
１
６
０
円

【
小
型
ボ
イ
ラ
ー
特
別
教
育
講
習
】

▼�

日
時
　
11
月
16
日
（
木
）
～

17
日
（
金
）

▼
受
講
料

○
一
般
　
１
万
１
０
０
０
円

○
会
員
　
１
万
円

▼
テ
キ
ス
ト
代
　
９
０
０
円

▼
問
合
先

　
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
大
分
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
５
７
４
９

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

学
童
保
育
従
事
者
講
習

　
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
無
料
で
す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
・
就
業
・
派

遣
を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

▼�

募
集
期
間
　
10
月
24
日（
火
）

～
11
月
27
日
（
月
）
必
着

▼
募
集
人
数
　
10
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
実
施
日
　
12
月
１
日
（
金
）

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

▼�

申
込
・
問
合
先
　
日
出
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　
年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限
　
11
月
24
日（
金
）

【�

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
実
践
講
座
⑤
】

▼
日
時

　
12
月
１
・
８
・
15
・
22
（
金
）

　
10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　
３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼
日
時
　
12
月
７
・
21
日
（
木
）

　
13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

け
ん
こ
う
体
操
　
笑
い
ヨ
ガ

　
動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無

料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時
　
11
月
16
日
（
木
）

　
10
時
～
11
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

▼�

対
象
　
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

�

▼��

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

介
護
保
険
に
関
す
る
勉
強
会

　
介
護
保
険
を
使
用
し
て
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
か
の
勉
強
会
を
、
杵
築
市
立

山
香
病
院
か
ら
講
師
を
お
招
き

し
て
行
い
ま
す
。
参
加
ご
希
望

の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼�

日
時
　
11
月
30
日
（
木
）

　
16
時
～
17
時

▼�

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室

�

▼��

問
合
先
　
こ
う
ま
つ
循
環

器
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者

会
（
本
田
）

☎
０
８
０
‐
５
２
１
０
‐
６
５
７
７

　（
火
・
木
・
土
曜
日
の
み
）

休
日
エ
イ
ズ
検
査
の
お
知
ら
せ

　
12
月
１
日
は
『
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
』
で
す
。
こ
れ
に
関
連
し

て
休
日
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

検
査
は
匿
名
で
で
き
、
料
金
は

そ
の
他

無
料
で
す
。
検
査
結
果
は
採
血

後
約
30
分
で
わ
か
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
必
ず
前
日
ま
で

に
電
話
に
よ
る
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
12
月
２
日
（
土
）

　
９
時
～
16
時

▼�

場
所
　
東
部
保
健
所

▼�

内
容
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
迅
速
検
査

▼�

問
合
先
　
東
部
保
健
所
エ
イ

ズ
相
談
電
話

☎
67
‐
７
０
４
０

労
働
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

　
労
働
者
が
業
務
災
害
を
被
っ

た
と
き
（
労
災
保
険
）、
労
働

者
が
失
業
し
た
と
き
（
雇
用
保

険
）
の
た
め
に
、
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
す
れ
ば
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
し

て
い
な
い
と
、
も
し
も
の
時
に

社
員
は
も
ち
ろ
ん
会
社
に
も
大

き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・

大
分
労
働
局
（
☎
０
９
７
‐

５
３
６
‐
７
０
９
５
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』
の
ご
案
内

　『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
は
、
高
校
・

短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
・
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
・
大
学

な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子

さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

▼�

融
資
額
　
お
子
さ
ま
一
人
に

つ
き
３
５
０
万
円
以
内

▼
金
利
　
年
１
・
81
㌫

※�

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年

１
・
41
㌫

▼�

返
済
期
間
　
15
年
以
内

※�

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年

以
内

▼�

問
合
先
　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
３
７
８
‐
０
６
０

　（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　
ま
た
は

☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

※�

Ｈ
Ｐ
は
『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
者
向
け
収
入
保
険
制
度

　
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少

だ
け
で
な
く
価
格
低
下
に
よ
る

収
入
減
少
も
補
填
し
ま
す
。
詳

細
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼�
加
入
対
象
者
　
青
色
申
告
実

施
農
業
者

▼�

加
入
受
付
の
開
始

　
平
成
30
年
10
月
か
ら
開
始

▼�

問
合
先
　
大
分
県
農
業
共
済

組
合
本
所
　
収
入
保
険
対
策
室

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
８
１
１
０

お
誕
生
お
め
で
と
う

（��

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

（��

）
内
は
行
年
・
地
区
名

※
９
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

佐
藤
　
祐�

（
90�

是
城
）

土
山
　

三�

（
86�

新
町
）

大
山
婦
美
惠�

（
100�

団
地
西
）

穴
井
　
泰
介�

（
65�

本
町
）

森
田
　
秀
生�

（
56�

上
仁
王
）

吉
野
　
妙
子�

（
76�

西
部
）

工
藤
　
加
江�

（
90�

赤
松
）

工
藤
ソ
ヨ
子�

（
85�

平
原
）

一
丸
　
園
枝�

（
81�

原
山
）

佐
藤
健
太
郎�

（
80�

真
那
井
）

伊
串
　
共と

も
え笑�

（
正
道��

是
城
）

井
上
陽ひ

な

の

菜
乃�

（
正
昭�

是
城
）

本
田
　
琉り
ゅ
う
ま馬�

（
博
士�

団
地
西
）

木
下
　
煌こ
う
せ
い惺�

（
昇
吾�

団
地
北
）

辛
島
　
颯そ
う
す
け介�

（
俊
介�

佐
尾
）

岩
元
　
瑛え
い
し志�

（
将
大�

佐
尾
）

中
村
　
芙ふ

あ愛�

（
知
宏�

上
仁
王
）

髙
橋
　
詩う
た�

（
祐�

東
仁
王
）

大
塚
　
潤じ
ゅ
ん
と翔�

（
潤
一
郎��

内
堀
）

齋
藤
　
幹か
ん
た太�

（
創�

日
出
団
地
）

井
上
　
翔し
ょ
う�

（
義
隆�

東
部
）

諸
冨
　
快か
い
せ
い成�

（
貴
宣�

南
部
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日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数 12,230 （－ 6） ＋ 57
人　口 28,550 （－ 14） ＋ 26
 男 13,689 （＋ 2） ＋ 21
 女 14,861 （－ 16） ＋ 5
 南端 283 （ 0） 
 豊岡 7,193 （－ 12） 
 日出 5,912 （＋ 1）
 藤原 3,890 （－ 7）
 川崎 6,080 （－ 4）
 大神 5,192 （＋ 8）
 （　） 内は前月比
  内は平成 29 年４月１日比　

平成 29年 10 月１日現在の
住民基本台帳の登録人口

二の丸館�イベント情報

11月３日（金）～ 10日（金）
９時～ 17時
『ときめき作品展』in 二の丸館
11 月 11 日（土）～ 19日（日）
ひじはく・まるしぇ
※ P.9 にも掲載しています。
11 月 24 日（金）～ 25日（土）
９時～ 16時 30分
日出愛蘭会　第 22回寒蘭展

中央公民館ホール
イベント情報

11月３日（金・祝）・４日（土）
ひじ産業文化まつり
式典、記念講演会、瀧廉太郎記念音
楽祭、芸能大会
11 月 12 日（日）　９時 30分～
ひじ産業文化まつり　謡曲大会
11 月 14 日（火）　９時～
福祉健康推進大会
11 月 19 日（日）　９時～　　　　
児童文化祭

2017.11㉗
※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。



※『日出町の人のうごき』は『暮らしの掲示板』（P.27）に掲載しています。

 平成 30 年・2018 年版
日出町民手帳（県民手帳）販売のお知らせ
　毎年、多くの方々にご好評いただいている『日出町民手帳（大
分県民手帳）』の最新版（平成 30 年版）を、今年も販売して
います。
　町民手帳は、県民手帳に日出町の情報を掲載したもので、町
民にとって、とても便利な手帳となっています。県内の行事予
定表はもちろん、行政機関名簿、統計情報など、大分県の便利
な情報も満載です。ぜひお買い求めください。

■販売期間　現在、好評販売中です！
　　　　　　※平成 30年１月 12日（金）まで
■販売場所　〇日出町役場　政策推進課（新館２階）
　　　　　　〇交流ひろばHiCaLi 事務室（２階）
■価　　格　600 円（サイズ 14.9㎝× 8.9㎝）
■購入方法　上記販売窓口での購入となります。
※�区または班でまとめて購入する場合は、お住まいの地域の区
長へ氏名・購入部数を伝え、代金を添えて申し込みをしてく
ださい。
日出町民手帳の在庫がなくなり次第、県民手帳の販売にかえさ
せていただきます。購入希望の方はお早めにお買い求めくださ
い。
■問合先　政策推進課　政策企画係�　☎ 73-3116

掲載してある日出町情報（一部）
◎日出町のあゆみ
◎�町内の行政関係機関、病院・医院、保育所一覧
◎�戸籍、税務など各種証明の発行と届出の手続
◎�速見ＩＣ・日出ＩＣからの高速道路料金表
◎平成 30年の日出町の行事
※他にもお役立ち情報満載です！

７時～	 	 食事処オープン
７時 30 分～	 魚市場の競り
９時～
　開会式
　漁船クルージング（先着 50 名）
10 時～
　マグロの解体ショー
10 時 30 分～	 マグロの販売
12 時	 	 閉会式
※商工会青年部によるＫトラ市も
　同時開催（9時～ 12 時）

当日の催し

■主　催　　大分県漁業協同組合日出支店、仲買組合
■協　賛　　日出町、日出町観光協会
■問合先　　大分県漁業協同組合日出支店　☎ 72-2051

大人気！
朝市食事処

とっても便利な
手帳ですよ♪

※朝市食事処は毎週土曜日（7時～）営業
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